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ご使用になる前に（安全にお使いいただくために）  
本機をご使用になる際には、安全上のご注意をよくお確かめください。 
以下の注意事項は安全にお使いいただくために大切な内容です。必ず守るようにしてください。 

        警 告：誤って取り扱うと、死亡や重傷などに結びつく可能性があります。 

         注 意：誤って取り扱うと、傷害または物的損害などの発生に結びつく可能性があります。 

 
[設置上のご注意] 
   警 告 
・定格電圧ＡＣ100Vにてご使用ください。 
・付属のＡＣ電源ケーブルは、本機専用ケーブルですので他の機器に使用しないでください。 
・ケーブル等の接続はこの取扱説明書に従って確実に行って下さい。不完全な場合には接触不良を招

き、火災の原因になります。 
・ＡＣ電源ケーブルをコンセントから抜くときは、プラグを持って抜いてください。コードを無理に

引っ張ったりして抜くと断線または接触不良を招き、感電や火災の原因になります。 
・ＡＣ電源ケーブルを無理に折り曲げたり、引っ張ったり、ねっじったり、継ぎ足す等の加工は行わ

ないで下さい。火災や感電の原因になります。 
・本機の改造や部品の変更は絶対しないようにしてください。火災や感電、故障、ケガの原因になり

ます。 
・水など塗れた手で電源ケーブルを抜き差ししないでください。感電の原因になります。 
・本機内部に水をこぼしたり、ピン等の金属類を入れないでください。感電や火災の原因となります。 
・万一、煙が出たり変な臭いがするなどの異常状態が起きた場合は、すぐにＡＣ電源ケーブルを抜き、

異常状態がおさまったことを確認してからお買い求めの販売店、または当社サービス課まで修理を

依頼してください。そのまま使用すると、火災・感電の原因になります。 

   注 意 

・本機を設置する際にはこの取扱説明書に従って確実に行うようにしてください。 
・本機の取り出し、及び設置する際には細心の注意をし、慎重に行うようにしてください。落下等で

ケガや物損を招く原因になります。 
・湿度の多い場所で使用しないでください。結露等により故障の原因となります。 
・ゴミやホコリの多い場所では使用しないでください。 
・室内温度が５℃～４０℃の範囲でご使用ください。 
・振動が多く、水平でない場所には設置しないでください。機器の落下等でケガや物損を招く原因に

なります。 
・オーディオラック等に納めてご使用になる場合、通風をしっかり取るなど熱のこもりには充分注意

してください。故障の原因になる場合があります。 
 
[お手入れについて] 
・本体の汚れは、柔らかい乾いた布(シリコンクロス等)で軽く拭き取ってください。 ベンジンやシン

ナーなど揮発性の薬品のご使用は、絶対におやめください。本体の表面が変質する恐れがあります。 

         注. 意 

・リアパネルの端子等のお手入れの際には、必ずＡＣ電源ケーブルを抜き電源をお切りください。感電

の原因となることがあります。 
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初めてのVivaldi ONE APEX 
本機をご使用になる前に、この項とセットアップガイドをお読み下さい。安全に、効率よくあなたの Hi-Fi システ

ムに組み入れることが出来るでしょう。 

dCS は随時、dCS Mosaic Control を使用して自分でインストールできる更新されたソフトウェアをリリースしま

す。 

時々弊社のウェブサイトをチェックして、新しいソフトウェアが利用可能かどうかを確認するか、販売店にご相

談ください。 

 
 

梱 包 
 
本機の梱包には下記の物が入っています。 
・Vivaldi ONE APEX 本体 
・取扱説明書 
・dCS Mosaic アプリについて 

・保証登録書 
・パワーケーブル 
・イーサネットケーブル 
・USBケーブル 
・ヒューズ×2（スペア） 
・dCSリモートコントロール 

 
付属品の欠品があった場合にはすぐに販売店にお知らせください。将来ご使用になる可能性もござ

いますので、本機の梱包材は箱を含め保管くださいますようお願いいたします。 
本機の保証カードは保証登録書での登録後、お手元にお届けいたします。 
 
 

Vivaldi ONE APEX は、イーサネットネットワーク上で dCS Mosaic アプリ（下記参照）によってコントロールが

行われるようになっております。 

 

dCS Mosaic 
膨大なデジタル音楽ファイルへ、やさしく快適にアクセスできるハードウェアおよびソフトウェアモジュールを組み合わせたア

プリです。何回かのタップによって、ローカルサーバー上の高解像度ファイルでも、遠くから放送されるインターネットラジオ

局でも、リスナーの好きな音楽の演奏が可能です。  

 

dCS Mosaic は、dCS 製品のオーディオストリーミングおよびネットワークコントロール機能の名前です。 

dCS Mosaic Control は、音楽管理と製品管理のための iOS および Android ソフトウェアアプリケーションの名前です。 
dCS Mosaic Processor は、ストリーミング機能を提供するために dCS 製品にインストールされる物理的なハードウェア

コンポーネントおよび関連ソフトウェアです。 

 
詳細については、dCS Mosaic アプリについてをご覧ください。 
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・アナログ出力については、オーディオ用にきちんと設計されているケーブルをご使用ください。 

・バランス端子(XLR)には、ツィステッドペア、XLR(M)-XLR(F)コネクターをご使用ください。 

・アンバランス端子(RCA)には、コアキシャル、RCAプラグで端末処理されたケーブルをご使用ください。 

 

コネクターを破壊する恐れのあるような重量のあるケーブル、もしくは非常に堅く柔軟

性のないケーブルなどの使用はお控え下さい。 

 

[デジタル] 
 

安全のための注意 
 
本機のサービス用パーツは供給されておりません。 内部には高圧電流が流れている箇所もあり、

ユーザーご自身で本体の分解、または内部を開けることなどは危険です。本機自体が不具合である

場合には販売店、または当社にご相談ください。 
 

AC電圧設定 
 
初めて本機をセットするとき、ご使用の電圧と合致しているか再度ご確認ください。本機は50／60
サイクルどちらにも対応します。リアパネルのＡＣ入力部の下に電圧表示があります。万一ご使用

の電圧と表示が異なる場合には決して本機をご使用しないで下さい。電圧が異なる場合、本機に致

命的な損傷を与える可能性があり、保証の対象外となります。また電圧変更をご自身でなさらない

でください。 
 

電源ケーブル 
 
常識的なＡＣケーブルをご使用ください。一部のオーディオファイル用パワーコードは必要以上に

重く、入力部を破損しかねません。保証対象外となりますので、十分ご注意ください。 
 

メインコンディショナー 
 
メインコンディショナー、クリーン電源等の使用は推奨いたしません。メインコンディショナー、

クリーン電源等の使用によって本機が故障した場合、保証対象外となりますのでご注意下さい。 
 
接続ケーブルについて 
 
 
デジタルインターフェイスについては、デジタルオーディオ用にきちんと設計されているケーブルを

ご使用ください。 
・AES/EBUインターフェイスには110Ω、ツィステッドペア、XLR(M)-XLR(F)コネクターをご使用くだ

さい。 
・SPDF、ワードクロック、またはSPDF BNCインターフェイスには75ΩコアキシャルBNCケーブルを
ご使用ください。 
・SPDF RCAインターフェイスには75ΩコアキシャルRCAプラグで端末処理されたケーブルをご使用く

ださい。 
・TOSリンクオプティカルインターフェイスにはTOSリンク光ファイバーケーブルをご使用ください。 
・USBには標準のUSB2（タイプAータイプB）ケーブルをご使用ください。内部スクリーンは両端に接

続されているものをご使用ください。 
 
              
 
 
 
 
[アナログ] 
 
 
 
 
 
 
  
 

SDIF,クロック用に使用するケーブルはシンプルなDCカップルド接続のインターフェイ

スケーブルが必要です。コンデンサーを介在させたケーブル、ネットワークがビルドイン

されたケーブルをご使用になりますと、誤動作をしたり場合によっては全く動作しないこ

とが報告されております。 
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CD-R

CD-RW

ヴィヴァルディシリーズ機器は積み重ねて使用することは可能ですが、各ユニットの共振を抑える

ためにも1台づつラックで使用することをおすすめいたします。他のシステムとの接続には、ケー

ブル類はある程度の余裕を持って接続してください。またオーバーヒートを防ぐために本機の周囲

には適度なスペースを空けることを心がけてください。 

本機は 4本のベースフィートによって支持されています。3 点支持をお好みの場合には、後側の脚

部 2本を図のように反時計回りに回し取り外します。脚部のネジを 2.5mm 六角レンチで外して、リ

アパネルに近い中央部分に移動します。脚部のボルト状のネジ穴に慎重に取付けてください。 

市販のCDは次の条件を満たすものについては演奏可能です。 

・12cm，8cmの円形ディスク 

・リニアPCMデジタルオーディオデータによる録音のもの 

・CDロゴが印刷され、レッドブック規格により録音、製造されたもの 

市販のSACD，ハイブリッドSACDは次の条件を満たすものについては演奏可能です。 

・12cm，8cmの円形ディスク 

・SACD層がDSDデジタルオーディオデータによる録音のもの 

・SACDロゴが印刷され、スカーレットブック規格により録音、製造されたもの 

CDフォーマットのオーディオデータで記録されたCD-RまたはCD-RWディスクは再生

できるかもしれませんが、ソフトウェア、ディスク、ディスクに焼き込む場合のバー

ナーなどによって演奏ができない場合があります。同様に、DVD-RにSACDイメージで

焼き込んだディスクは演奏可能の場合もあります。不具合等起きても責任は負えませ

んのでご了承ください。 

 

下記のディスクを使用して不具合等起こった場合は責任を負えません。 
• 傷、汚れ、湾曲したディスク 
• プリンタブルディスク、ラベルを張ったディスク 
• 円形ではないディスク 
• DVD, CD-G, CD-EXTRA, PHOTO CD, CD-ROM, DVD-ROM 
• CDフォーマット以外のフォーマットで録音されたデジタルディスク（FLAC, WAVファイ
ルなど） 

• レッドブックCDまたはSACD規格に合致しないコピーコードディスク 
 

※ CDロゴがついていても、規格外のフォーマットで制作されたディスクが存在しています。この
ような演奏が出来ない、または、正しく演奏できないCDについてはCD販売元にご相談くださ
い。 

 

 

設 置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
演奏可能なディスク 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
演奏不可能なディスク 
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iPhone, iPad の使用 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
Vivaldi ONE APEXは iPhone, iPad と互換性があります。「iPhone, iPad 用」という表示はアクセ
サリーが iPhone, iPad と接続可能ということです。Apple の動作環境に適合し、Apple 基準をクリア
ーしたことが認定されています。（Apple は動作に対して責任を負うものではありません） 
iOS 7 以降のＯＳであれば、ワイヤレスアクセサリー設定によって使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

“Made for iPad” and “Made for iPhone” とは、製品が特に iPadまたは iPhone と接続出来るよ
うに設計されていて、Apple パフォーマンス基準を満たしていると証明されている、という意味で
す。Apple は本機の動作、または安全基準に関しての責任は負いません。 
iPad®, iPhone, iPod および iPod touch® は Apple Inc.,のトレードマークであり、米国をはじめ
その他の国々で商標登録されています。 
 

Apple AirPlay で動作する 
アクセサリは、バッジで特定されたテクノロジと連携して動作するように設計されており、Apple
のパフォーマンス基準を満たすために開発者によって認定されていることを意味します。AirPlay
は、iPhone、iPad、および iPod touch、またはMacおよびPC（iTunes 搭載）で動作します。 
Apple、AirPlay、Mac、iTunes、iPad および iPhone は、Apple Inc.の米国およびその他の国にお
ける登録商標です。 tvOSは Apple Inc.の商標です。商標「iPhone」は、日本ではAiphone K.K
からのライセンスで使用されています。 
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ワードクロック用に使用するケーブルはシンプルなDCカップルド接続のインターフェイスケーブルが必要で

す。市場にはコンデンサーを介在させたケーブル、内蔵のネットワークを備えたケーブルなどがありますが、

このようなケーブルをご使用になりますと、誤動作したり、場合によっては全く動作をしないことが報告さ

れております。ご注意ください。 

 

約30秒間で本機はセルフチェックを行います。もし、本機が通常では無い状態に設定するよう
でしたら、工場出荷時のルーティンを次のように進んで行ってください。 
 

 Menu，►，►，►， Menu， ◄， ◄， Menu 
 

数秒の後、本機は自動でリセットを行います。 
 

［セルフチェック］ 
リアパネルAC入力部にあるスイッチを I の位置になるようにスイッチを入れます。次にフロン
トパネルPOWERボタンを押すと以下の画面がディスプレィに表示されます。  

セットアップガイド  

この項は基本的な動作を行うためのセットアップガイドです。 

[表示、フォントの意味] 

この取扱説明書で使用されている文字色は、下記の内容を示しています。 

・青：コントロールとコネクターについての記載 

・ピンク：メニュー、またはセッティング  

・グリーン：ディスプレイ表示 

最初に 

メニュー・セットアップガイドシートはメニューツリーを表示し、一般的なセットアップをご説明

します。 

デジタル接続を行いますので、デジタル用のケーブルをご使用下さい。 

 

・AES/EBUのケーブルはインピーダンスが110Ωの専用デジタル信号用ケーブルをご使用くだ

さい。 

・ワードクロック、SPDIF BNCのケーブルにはインピーダンスが75Ω の専用デジタル信号用

ケーブルをご使用ください。 

  ・トスリンクにはトスリンク用の光ファイバーケーブルを使用します。 

・トランスポート リアパネルのAC 入力にAC コードを接続します。  
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バランス出力に関して、ヒスノイズ， 不安定なレベル， 両チャンネルからの音に厚みがない等の連絡が

dCSによせられることがあります。多くは、プレイヤーのバランス出力をXLR コネクターで３ピンを浮かせた

状態でパワーアンプにアンバランス入力させている場合に起こります。このようなときはピン３をピン１（グラ

ンド）と接続し、完全な信号経路を得ることが必要です。その他には、ケーブル自体の内部での問題も

あります。 

STEP 1：アナログ出力を接続する 
以下のどちらかを選択します。 
 
[プリアンプを使用する]  
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
[パワーアンプに直接接続する]  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
[バランス出力] 

 
 

  
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

Vivaldi ONE APEXは 出力はバランス，アンバランスとも独立していますので、2 機の異なるアン

プに接続することも出来ます。 

• プリアンプのボリュームコントロールを低くします。 

• バランス、RCA シングルエンドのどちらかを使用しプリアンプの入力と結線します。 

•   ロータリーコントロールを時計方向に回し、Volume を最大にします。ディスプレイには- 0.0dB と表示されます。 

•   プリアンプのボリュームをお好みのレベルに上げます。適当なリスニングレベルで、プリアンプのボリューム設定の位

置が-10.0より高いか、−30.0より低い場合には、Output Level設定を変更してみてください。その場合は以下

の得用にメニューから変更します。 

 Menu， ►，  ►， Menu， ►， Menu 
 

• ロータリーコントロールを反時計回りにまわし、Volume をディスプレイ表示-40.0dB くらいまで下げます。 

•   バランス、RCA シングルエンドのどちらかを使用しパワーアンプの入力と結線し、パワーアンプをオンにします。 

•   ロータリーコントロールをゆっくりと時計方向に回して適切な音量レベルにします。 

•   適当なリスニングレベルで、プリアンプのVolume設定の位置が-10.0より高いか、−30.0より低い場合には、Output 

Level設定を変更してみてください。その場合は以下の得用にメニューから変更します。 

  Menu， ►，  ►， Menu， ►， Menu  
 

プリまたはパワーアンプへの
バランスまたはアンバランス

アナログ出力 
 

Output Levelを6Vに設定すると、一部のプリアンプが歪む可能性があります。 
このため、プリアンプを使用する場合は2V設定をお勧めします。 
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NAS  

STEP 2 ： dCS Mosaic ネットワーク接続 
 
dCS 製品のネットワークオーディオ機能は、ご使用のネットワーク上にある音楽サーバー(NAS)、Roon、  AirPlay など

のローカルストリーミングソース、および Deezer、Qobuz、TIDAL、Spotify のようなインターネットサービスにアクセスする

ために、dCS Mosaic プラットフォームを利用します。Vivaldi ONE APEX は、ネットワークサーバーからのストリームのた

めに UPnP コンポーネントを使用します。 
Vivaldi ONE APEX によってオーディオをストリームさせるためには、システムのネットワーク環境とインフラが整っているこ

とが前提となります。ネットワークについての言及はここでは致しませんが、次の機器が最低限に必要となります。ルータ

ー、コンピューター、Vivaldi ONE APEX、UPnP サーバー（NAS ドライブが典型です）、ワイヤレスアクセスポイント

(WAP)および互換性のあるスマートフォンかタブレット上の dCS Mosaic Control となります。 
 

dCS は、Vivaldi ONE APEX、インターネットルーター、および UPnP サーバー間の有線イーサネット接続を使用し

ている場合のみをサポートしているということをご承知おきください。 

 

dCS は、社内の技術参照 UPnP サーバーとして Minim Server を使用しています。そしてこれが、dCS が包括的

なサポートを行う唯一の UPnP サーバーソフトウェアです。市場には多くの UPnP サーバーソフトウェアパッケージがありま

す。そのうち多くが最新の dCS Mosaic Control で機能すると確認されていますが、Minim Server によってのみ、完全

にテストされています。 

 

基本的設定 

以下の様にシステムを構築します。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

ルーター  

 

・ dCS Mosaic Control を iOS デバイスは App Store から、Android は Google Play からダウンロードし、

インストールしてください。 

・ プレィヤーのネットワークインターフェィスをイーサネットワークに接続します。 

・ iPhone 等のコントロールデバイスをネットワークと接続します。 

・ dCS Mosaic Control アプリを起動し、Vivaldi ONE APEX をコントロールします。 

•  

アナログ出力 

Vivaldi ONE APEX をネットワークに接続 
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低入力レベル設定は、AirPlay 使用時、アンプを直接ドライブする際に事故を防ぐ目的で加えられま

した。(AirPlay は高出力なので。)  

 

Spotify ユーザーであれば、Sprotify App を使用してプレィヤーをコントロールすることができます。 

１．Spotifyアプリを実行しているPCやタブレット等と同じWiFiネットワークに本機を接続します。 

２．Spotify app を開き、曲を演奏します。 

３．スクリーンの下の曲のイメージをタップします。                      

４．接続アイコンをタップします。  

５．リストからVivaldi ONE APEXを選びます。 

 

Spotify 接続についての使用法、設定方法についての詳しい情報は以下のウェブでお願いします。 

WWW.spotify.com/connect 
 
サードパーティーライセンスについては以下にあります。 

www.spotify.com/connect/third-party-licenses 

本機はRoon Readyです。 Roonのアカウントをお持ちの場合にはRoonサーバーをNAS

ドライブかＰＣにインストールすることが必要です。 そうすると、Roon リモートによってプレィバ

ックコントロールができます。Roon はある程度パワフルなプロセッサーを要求します。NAS ドラ

イブを選択するときには、Roon ウェブサイトをチェックしてください。 

https://roonlabs.com  

［Air Playで音楽を演奏する］ 
 
 
 
 
 
 
 
［Spotifyを接続して使用する］  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[Tidal、Qobuz、Deezer、およびインターネットラジオを使用する] 

dCS Mosaic Control は、Tidal、Qobuz、Deezer、インターネットラジオなどのオンラインストリーミングサービスから音

楽を再生するために使用する必要があります。詳細につきましては、“Mosaic Control の設定”の項目および、dCS 
の HP の Mosaic ユーザーガイド https://dcs.community/mosaic-user-guide をご参照ください。 

 

［Roonを使用する］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プレィヤーがネットワークに接続しているときには、Apple のデバイスからAirPlay を経由してプレィヤーでストリー

ミングすることができます。 AirPlay が動作しているときにはプレィヤーのNetwork(ネットワーク)入力は自動的に

選択されます。 

 

Spotify はきわめて多くの音楽を聴くことができます。演奏家、最新

のヒット曲、ご自身のための新しい発見等々。 
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[MQA ファイルの演奏] 

 

    

 

 

 

 
Vivaldi ONE APEX は、完全な MQA デコーダーが搭載されています。 

 

 

  

    

 

 

 

 

ネットワーク経由で MQA 再生を実行する場合、MQA ストリームの種類は dCS Mosaic Control に表示されま

す。 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MQA (Master Quality Authenticated =マスター品質保証)は、オリジナルのマスター

録音をお届けするという英国の技術です。マスターMQA ファイルはマスター録音をそのま

まに、ストリーミングやダウンロードに十分見合う軽量なファイルにしてお届けするもので

す。 

MQA ロゴは、MQA 社の商標で、ライセンス協定したところでしか使用が許されておりま

せん。 

ＭＱＡ自体についての詳しい情報は www.mqa.co.uk をご覧ください。 

 

MQA ファイルは、Tidal Masters のような Network（ネットワーク）を経由するビットパーフェクトのストリ

ーミング、または USB2 インターフェイスで展開され、オリジナルサンプルレートとなるファイルです。標準の

MQA アイコンは、デコードされたサンプルレートと一緒にディスプレィに表示されます。 

このロゴはMQAスタジオファイルが演奏されている時に表示されます。 
 
他のデバイスによって開かれた 24/88.2または 24/96のデータで USB1、AES、 SPDIF
インターフェィスにビットパーフェクトで提供されたデータもオリジナルサンプルレ

ートで表現されます。 
 

元の MQA データが変更されている場合、MQA デコードはできません。 

 

MQA 認証プロセスが正しく機能するためには、ファイルのメタデータタグに MQA デコーダが検

証するコードを含める必要があります。 MQA ファイルのメタデータを編集した場合は、タグが

破損している可能性があります。 ファイルで提供されるタグとアートワークはリスナーの推奨メタ

データタグ付け規則と一致しない場合があるため、これは非常に一般的な問題です。 これ

は、MQA でエンコードされた CD からリッピングされたファイルに関する一般的な問題でもありま

す。 

この問題は、MQA Tag Renaming Application を使用して簡単に解決できます。 この問

題が発生しているファイルに対して実行すると、このアプリケーションはビットストリーム内のMQA
マーカーを読み取り、ファイルに適切なメタデータタグを適用します。  

Tag Renaming アプリケーションの詳細については、こちらを参照してください。 

https://www.mqa.co.uk/customer/tag435sdf43te 
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・ 接続したソース機器がデュアルAES動作を行うことが可能かをチェックし、正しく設定してくだ

さい。その場合はdCS  SACDトランスポートか、dCS アップサンプラーか、サウンドサーバー

のどれかでしょう。 

 

［デュアルAESソースを接続する］ 

 

［シングル AES、または SPDIF ソースを接続する］ 

ソースを適切なデジタルケーブルで同じプレイヤーの背面パネルの入出力端子と接続します。 

入力ボタンを押して、選択した入力がディスプレィに表示されるまで押します。次の入力がそれに該当しま

す。AES1, AES2, SPDIF1 (RCA), SPDIF2 (RCA), SPDIF3 (BNC) または SPDIF4 (Toslink).  
 

 もし、このアイコンが表示されなかった場合は、メニューを開き本機の設定を選択。 

以下のように設定します。 

Unit Settings > Sync Mode > Audio Sync. 
 

プレィヤーはソースにロックされ、ディスプレィには､例えば CDプレィヤーの場合に 

 は 16/44.1というフォーマットが表示されます。 
 

CD トランスポート、DVD プレーヤーなど、ほとんどのソース機器はシングルワイヤデジタル出力を持って

います。 

通常 RCA コネクターが装着されています。衛星レシーバーは Toslink 光出力が一般的です。 

 

STEP 3 ： PCM入力を使用する 
 
Vivaldi ONE APEXは多くのソースからデータを受け容れられるように標準PCM入力が6系統用意さ
れています。 
 
ソース機器をオンにします。必要に応じてディスク、テープ、ファイルなどをロードして、ソース

機器をプレィモードにします。（デジタルオーディオデータを流すことを確認します） 

 
以下のどちらか、または両方を選択します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の順にボタンを押します。 Menu, ►, ►, ►, Menu, ► そして、メニューページから

ユニットをデュアル AESに設定します。 Unit Settings > Dual AES  
Menu ボタンでオートデュアル AES設定(Auto)を確認します。 

 ・ 接続するソース機器のAES 1 (もしくはAES A)出力を本機のAES 1入力に、また、AES 2出力(もし

くはAES B)を本機のAES 2入力に2本のAES/EBUケーブルで接続します。ソース機器の出力が本機

の入力とスワップ(AES 1 → AES 2というように)されていないことを確認してください。 

 

 もし、このアイコンが表示されなかった場合は、メニューを開き本機の設定を選択。 

以下のように設定します。 

Unit Settings > Sync Mode > Audio Sync. 
 

 プレイヤーはソースにロックされ、自動的に AES1+2を選択し、ディスプレィには、例  

 えば 24/352.8とソース機器が送り出すフォーマットが表示されます。 

Input(入力)ボタンで AES1 入力を選択する。 
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入力名称が変更されている場合には、標準名称は表示されません。 

 

なぜプレィヤーは 0ビットと表示するのですか？ 

 

Vivaldi ONE APEX とブルーレィプレィヤーとを接続する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

アナログ出力 

その場合でもプレィヤーは正常に動作しています。ソース機器が接続されてはいるが

演奏状態では内場合には、データは届きません。デジタルサイレンスという状態です。

プレィヤーはアクティブデータビットが 0と正確に表示するわけです。ソース機器が

演奏状態に入るとアクティブビット数を関知して表示します。0 ビットはトラックと

トラックの間に表示されることもあります。 
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・ 入力(Input)ボタンによって、ディスクモード(Disc)を選択 

 

・ Stop/Eject ボタンを押してトレィを開きます。ディスプレィは OPENと表示。 

・ ディスクラベルを上にしてトレィに載せ、Stop/Eject ボタンを押します。 

・ ディスプレィはCLOSINGと表示し､続いてREADING TOC (Table Of Contents)と表示し

ます。プレィヤーがディスクを読み込むまで待ちましょう。 

 ・ ディスクのタイプが識別され、CD または SACD のロゴがトラック番号、総演奏時間が

ディスプレィに表示されます。 

 

・ Play/Pause ボタンを押して演奏します。 

 

STEP 4 ： CD/SACDの演奏 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
リモートの Repeat ボタンを押して、Repeat Off、Repeat Trackまたは Repeat Discを選択します。 

 
 

・ 演奏をポーズにするには Play/Pause を押し、再び演奏するにはもう一度押します。 
・ 次のトラックに飛ばすか、前のトラックに戻すには、Fwd または Rwdボタンを押します。 
・ 演奏を中止するには Stop/Eject ボタンを押します。もう一度押すとトレィが開きます。 

 
リモートコントロールを使用すると、トラック番号の選択、トラックまたはディスクの繰り返し、トラックシーケンスのプログラミング

など、他の機能にアクセスできます。 

 

トラックシーケンス 6-8をプログラムするには、ディスクを停止して Programボタンを押します。プレーヤーは PGM モードを表

示し、次に 0PGM0を表示します。例として、6または 06を押します-ディスプレイは 6PGM1に変わります。 8または 08を

押します–ディスプレイは 8PGM2 に変わります。ディスクを起動して、トラックシーケンスを再生します。Clear ボタンは、シー

ケンスの最後のトラックをキャンセルします。プログラムモードをキャンセルするには、Programボタンを押すか、CD トレイを開

きます。 

 
ハイブリッド SACD / CDディスクをロードしたが停止した状態で、CD レイヤーを再

生する場合は、リモートの[Layerの変更]ボタンを押します。 
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USBインターフェイスはWindows™ 10，Windows™ 8，Windows™ 7（SP1），Mac™ OSX(10.5.4 
以降のバージョン)PCMデータを送り出すミュージックサーバーと接続することができます。

Linux Ubuntuベースのサーバーで、USBオーディオクラス１，クラス２インターフェイスを装備

している機器とも接続は可能と言われていますが、dCSでは未検証です。動作の保証は致しかね

ますのでご了承ください。 

 

USB オーディオクラスを設定する 

本機はUSBオーディオクラス2 を工場出荷時の設定としています。クラス1の選択も可能ですの

で、どちらかを選択して設定して下さい。 

 
USB オーディオクラス１：このインターフェイスは、96kS/sまでのデータであれば、特別なドライ

バーなしで動作します。 

 
クラス 1を選択するには、メニューを開き Unit Settings > USB Class と進みます。 

次の順序でボタンを押します。Menu, ►, ►, Menu, ►, ►, ► その後、Menu ボタンで

Class 1(クラス 1)のアイコンを選択します。 

クラス２を選択するには、メニューを開き Unit Settings > USB Class と進みます。次の

順序でボタンを押します。Menu, ►, ►, Menu,►,►, ► その後、Menu ボタンで Class 2 
(クラス２)のアイコンを選択します。 

もしWindows PCに旧バージョンのUSB Class 2ドライバーがインストールされている場

合には、それをアンインストールした後、最新のバージョンをインストールしてください。 

・ もしご使用のWindows PCにASIO4ALL、または他のASIOドライバーがインストールされてい

る場合には、dCSのドライバーが正常に動作するようにアンインストールを行い、削除してく

ださい。 

・ プレィヤーがUSBクラス２に設定されていることを確認します。 

・ プレィヤーとコンピューターの電源を入れます。 

・ プレィヤーのUSB1ポートをコンピューターのUSBポートと接続します。 

・ dCS ホームページ、 https://www.dcsltd.co.uk/products/vivaldi-dac/support へ行き、dCS USB 
Audio Class 2 Driver 最新バージョンをダウンロードしてください。 

・ ファイルを展開し、スクリーンの表示に従って作業を進めます。 

・ インストールが完了したら、コンピューターを再起動してください 

プレィヤーを USB Audio Class 2に設定しても、Windows PCにクラス２用ドライ

バーをインストールしていなければ、このインターフェィスは作動しません。 

STEP 5 ： USB 1インターフェィスとコンピューター 
コンピューターソースをご使用にならない場合にはこの項をお読みになる必要はありません。 
 

[互換性] 
 

 

 

 

 

 

［USB オーディオクラスを設定する］ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

［Windows 専用ドライバーをインストールする］  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

!

本機はUSBオーディオクラス２を工場出荷時の設定としています。クラス１の選択も可能ですの

で、どちらかを選択して設定して下さい。 

 

USBオーディオクラス２ ：このインターフェイスは384kS/s(DSD/128 over PCMを含む）までの

データを受け、動作します。 

 Mac OSXでは、v10.6.3以降のＯＳが必要です。 

Windowsでは、dCS USBクラス２ドライバー最新バージョンがインストールされていな

ければなりません。(以下をご参照ください) 
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もし、このアイコンが表示されなかった場合は、メニューを開き本機の設定を選択以下

のように設定します。 

Unit Settings > Sync Mode > Master Mode.  

[PC との基本設定］ 

 
コンピューターの USB ポートと本機のリアパネル、USB1 ポートとを結線します。 

USB1ポートを選択するには、dCS Mosaic Controlアプリを使用して必要な入力を選択するか、USB1
が表示されるまで、フロントパネルの Input ボタンを繰り返し押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
[音楽演奏ソフトについて] 
 

WindowsやMac PCで音楽を再生出来るプログラムは無数にありますが、残念ながらそれら全てが

データを完全に未処理でUSBポートに提供するわけではありません。例えば、Windows Media 
Playerはオリジナルのサンプルレートを全て24ビットに再サンプリングしますが、iTunesはOSX 
Audio MIDIセットアップパネルの中で設定された出力サンプルレートに必要に応じて変換します。 

このように様々なソフトがあり、アップデートも頻繁に行われるため、dCSが全てのアップデート

に対応することは不可能です。ご使用のプログラムがどのようにオーディオを処理するかを正確に

知る価値はあります。問題が発生する場合にはソフトウェア会社へお問合せください。 

OSに組み込まれた音楽演奏プログラムではなく、洗練されたストリーミングプログラムをご使用

になることを推奨いたします。 

例：JRiver Media Center（Windows, Mac 双方で利用できます） Audirvana ( Mac のみ)  

 

 

アナログ出力 Vivaldi ONE APEXと PCとを使用する 
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もし、USB１入力が反応しないで PCが見つからない場合、原因は USB ファームウェアが

損傷されていることかも知れません。USB接続が完全では無いか、トラック演奏中に外れ

ていた場合などに起こり得ることです。USBケーブルを外し、Unit Settings > USB Class
で設定を変更します。そして、元に戻ってから USBケーブルを再度接続します。通常、こ

れで問題は解決します。 

［Vivaldi ONE APEXをオーディオ出力デバイスに］ 

 
プログラムによって音楽再生する際に、コンピューターがVivaldi ONE APEXを自動的に選択しない場

合があります。次の操作で補正できます。 

 
Mac OSX 
Finderを開き、Go タブをクリックし、アプリケーション  > Utilities > Audio MIDI Set upを選

択します。左側のリストの中から最初の dCS Vivaldi One USB …を選択し右クリックします。 ド

ロップダウンリストから 「Use this device for sound output」を選択。フォーマットを 384000.0Hz
に設定し、2ch-24bit Integerに設定。Audio MIDI Setupを閉じます。 

 
Windows 10 /8.1/ 7 
Vivaldi ONE APEXを接続し、電源を入れます。Control Panel>Soundと進みます。再生パネルの中

で、dCS Vivaldi OneまたはdCS Vivaldi One Audioを右クリック、Set as Default Communication 
Device を選択します。Enhancements タブをクリックし、Disable all enhancementsにチェック

を入れます。 ドロップダウンボックスから Advanced タブを選択し 24 bit, 192000 Hz (Studio 
Quality) を選択します。Exclusive Mode,の下のボックス二つをチェックし、OK をクリックし、も

う一度, OK をクリックして Sound パネルを閉じます。 
 
ストリーミングプログラムを開いて、Options、またはPreferencesパネルからVivaldi Oneを選択し、

音楽を演奏します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 



Vivaldi One APEX Manual v1_1x                             太陽インターナショナル 21 

 

・ Menuボタンを2秒ほど押し続けてブラウザを開きます。ドライブの容量によってはPlease Waitと
数秒表示されるかもしれません。次にドライブ名称が表示されます。Menuボタンを押します。 

・ ルートフォルダーの中にあるファイルとフォルダーがディスプレイに表示されます。ブルーのハイ

ライトを► と ◄ボタンで操作します。（ブルーのハイライトはカーソルで、次のトラックを演奏

し始める時には動きません）  

 

• フロントパネル、またはリモコンのPrevious Track, Next Track, Play/Pause と Stop/Eject (前トラック、次トラッ

ク、プレィ/ポーズ、ストップ/イジェクト)ボタンによって演奏をコントロール出来ます。 

• 異なるディレクトリや演奏を再スタートするにはブラウザを再び開きます。 

 

 

STEP 6 ： USB 2入力を使用する 
 
FAT16, FAT32 フォーマット化された、または暗号化されていない NTFSのフラッシュドライブまたは

ローパワーUSB HDDから音楽ファイルを演奏することが出来ます 
 
・ドライブをUSB2ポートと接続します。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フロントパネルのコントロールは通常に戻ります。トラック名称、プレイアイコン、トラック進行

時間が表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 Vivaldi ONE APEXはフラッシュドライブの中にあるフォルダ内のファイルをその順番で全て演奏

し、停止します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

• Menu（メニュー） ボタンを押して、ファイルの演奏を開始するか、またはサブフォルダーに入ります。 

• フォルダーの構成をバックアップするためのナビゲーションが必要ならば、Stop/Eject(ストップボタン)を押します。 

• Power(パワー)ボタンを押してブラウザを閉じます。 

 

 

 

互換性のあるフォーマットであれば、低電力 USB HDDで USB2 インターフェイスを使

用できます。読み取り時間は非常に長くなる可能性がありますが、最大 1TB の容量の

ドライブを正常に使用しました。大容量の場合は、代わりにネットワーク経由で接続さ

れた NASドライブを使用してください。 
 
 

音声以外のファイルを再生しないでください。これにより、インターフェイスが誤動作する可能性がありま

す。 

誤ってこれを行った場合は、プレイヤーを再起動してください。 

 

USB2 ポートは、最大 2.1Aで+ 5V DCを供給して、USB HDDに電力を供給したり、

モバイルデバイスを充電したりできます。 
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Vivaldi ONE APEXとクロックを使用する 

 

Vivaldi ONE APEXの設定を行います。まず、メニューページから Unit Settings > Sync 
Modeと進み、Wordclock 1-2 Auto (クロック 1−2 自動)と設定して､システムが再度

ロックするようにします。W1, W2のアイコンがディスプレィに表示されます。 

 

STEP 7 ： クロッキング 
これまでのところ、システムはソースによって生成されたクロックにロックしている( Audio sync) か、
または CD 再生用のマスターモード、非同期ネットワークおよび USB インターフェィスロックされる

ように設定されています。これが一番シンプルな設定ですが、クロックジッターの問題があり、必ず

しも本機の性能を 100％引き出しているとは言えません。 

 
[Vivaldi クロックを使用する] 
Vivaldi マスタークロックを追加することによって、音質はさらに向上します。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・Vivaldi ONE APEXの Input（入力）ボタンによってクロックとロックさせたい入力を選択します。 

通常、ネットワーク、USB1またはディスクモードです。 

・Vivaldiクロックの電源を入れ、グループ１を 44.1kHz、グループ２を 48kHzに設定します。 

・Wordclock Output 1(クロックの出力１)と Vivaldi ONE APEXのWordclock Input 1（クロック入
力１）とを接続します。同様にWordclock Output 5(クロックの出力５)と Vivaldi ONE APEXの
Wordclock Input 2（クロック入力２）を接続します。 

 
 
 
 
 

Vivaldiクロックは 44.1kHz, 48kHzのワードクロックを、どの有効なサンプルレートが届いてもロッ

クしたままの状態に保つために、同時に供給します。 

 

・音楽を演奏します。 

 

アナログ出力 
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・ 必要に応じて、Unit Settings> UpsamplingメニューページでDXDからDSDまたはDSDx2に変更することに

より、PCMオーバーサンプリングシーケンスの最後にDSDまたはDSDx2アップサンプリングステージを挿入するよ

うにプレーヤーを設定できます（42ページを参照）。この機能は、プレーヤーがPCMデータのみを受信するときに

アクティブになります。 

・ Mapper機能は、データがリングDACTMに提示される方法を変更します。 3つのオプションを試して、どちらを

選ぶかを決めてください。選択は音楽の選択に依存する場合があることに注意してください。 

・ Vivaldi、または Rossini マスタークロックを使用する場合には、ディザ機能をお試しくださ

い。（クロックの取扱説明書を参照） 

 

• Vivaldi ONE APEXとWindows PCを起動します。 

• 以下のサイトから TeraTermをダウンロードし、PCにインストールします。（リンクがない場

合には、Tera Term onlineの最新バージョンを探して下さい。）  

      http://en.sourceforge.jp/projects/ttssh2/releases/ 

Vivaldi ONE APEXの設定を(Unit Settings > RS232)とすすみ、メニューページの

Text オプションに設定します。 

 

USB-RS232アダプターケーブルで本機のTest
ポートとPCのUSBポートを接続します。 

 
ttermpro.exe または他のターミナルプログラ
ムをランします。 
 
シリアル（Serial）ボタンをクリックするとTera 
Termは本機に接続されたポートを自動的に選択
しますので、OKをクリックします。 
 
Setup>Serial Portをクリックします。右図のよ
うにBaud Rateを57600にセットしてOKをクリ
ックします。 
 

 
 
 
 
 
 

よりシンプルなシステムとしては、Rossini マスタークロックも使用できます 

 
［ご提案］ 

 
 
 
 
 
 

 

［入力構成をカスタマイズする］ 

Vivaldi ONE APEXの入力はコンピューターのターミナルエミュレータープログラムを動作させる

ことで、システムに応じて名前を付けることが出来ます。Windows PCでTeraTermを使用する手順
を紹介します。 

他のプログラム、例えば PuTTYやZTermも使用可能です。もしその件についての設定が困難な場

合には販売店に問い合わせ下さい。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 
r 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

AES か SPDIF 入力をマスタークロックとロックした場合、ソース機器(例えば、CD プ
レィヤー)は同じマスタークロックとロックされていなければなりません。そうしない

と、一定間隔でクリック音が出て、欠落、ノイズ、ひずみが出力に現れてきます。ソー

ス機器にクロック入力が無い場合は本機のソース機器との入力については、Sync Mode
（シンクロモード）を Audio（ オーディオ ）に設定します。 
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一例 

—SPDIF1入力の名称をDVDにしたい場合は、NAME 6=DVDとタイプして、Enterキーを押します。 

—USB1入力をCOMPUTERとしたい場合には、NAME11=COMPUTERとタイプしてEnterキーを押しま
す。 

 

標準名称に戻したい時には、(例えばAES1, SPDIF1,など) メニューページから 

Configuration > Reset Input Namesと進みます。その際に入力されていた名称は削 

除されます。 

ターミナル ウィンドウで、コマンドをタイプします。NAME n = newname 
この中で、n は以下のリストにある標準的な名称と関連しています。 

 

 

 

 

 
 

またnewname はインプットにご使用になりたい名称を自由に設定できます。例えば、DVD、TV、
COMPUTERなど A-Zまでの大文字、番号0-9 または + - = / . ： ？ ！ ＠ ＆ によ

って8文字まで入力できます。 

• Enter キーを押します。 

 
 
 
 
NETWORKとDISCモードは名称変更できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AES1 0 AES2 1 AES1+2 2 SPDIF1 6 

SPDIF2 7 SPDIF3 8 SPDIF4 9 USB1 11 
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同一ネットワーク上で複数の Vivaldi ONE APEXを識別する時には、それぞれの Vivaldi ONE APEX
を以下のように名付けることができます。 

 • PC, タブレット、iPhoneのどれかと Vivaldi ONE APEXを同一ネットワーク上で繋ぎます。 

• Vivaldi ONE APEXのMenu（メニュー）ボタンを 3 回押します。その IP アドレスを覚えてお

き、Power（パワー）ボタンを軽く押してメニューを閉じます。 

 

・ ウェブブラウザを開き Vivaldi ONE APEXの IP アドレスをアドレスバーに入力します。 

・ Device Setting (デバイス設定)をクリックするかタップします。 

・ Device Name(デバイス名称)をクリックまたはタップし、新しい名称を書き込み、右横の

Submitをクリック、またはタップします。 

 

［ Vivaldi ONE APEX の名称］ 
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ネットワークや USB ドライブから音楽を演奏している時に、ディスプレィ(A)は４つのエリアに分

割されます。 

 

PCM データを受けた時のフ

ィルター設定 

 

DSDデータを受けた時のフィルター設定 

 
Sync Mode(シンクロソー

ス P40を参照) 

 

設定がロックされている 

フェィズが逆相 

 

チャンネルが入れ替わっている (スワッ

プ) 

 MQA フォーマットのデコ

ーディング 

MQA スタジオフォーマットデータの

デコーディング 

フロントパネル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ディスプレィ–dCS Mosaic 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

演奏家、トラック名称、またはファイル名称（メタデータのファイルタイプに基づいての名称）がデ

ィスプレイの最下部に表示されます。 

A B C 
D E F G 

H I J  
K 

  -------------1--------------    --------2-------- 

 

---------3----------         

 

----------4---------- 

 エリア１： 選択された入力 –NETWORK 

エリア２： データレート PCM, DSD, または DSDX2 のワードレングスとサンプルレート 

エリア３： ステータスを表すアイコン 

 

ディスプレイ オフ 
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エリア１ シンボルが CD メカニズムの状態を表示します。 

エリア２ プレィ、またはポーズの時のトラック番号、ディスク総時間（時間、分、秒）が表示

されます。 トラック番号の次に表示されるアイコンは、時間についての情報を表示

しており、リモートディスプレィボタンで設定されます。 

 

 
経過したトラック時間（今まで演

奏されたトラック時間） 

 

トラック時間の残量(あと何分で

トラックが終わる) 

 

経過したディスクの時間（今まで演

奏されたディスクの時間） 

ディスク時間の残量(あと何分で

ディスクが終わる) 

 
停止した時に、トラック数と総ディスク時間が表示されます。 

ディスクがロードされるまでは NO DISC と表示。 
トラック順序がプログラムされた場合には xPGMx と表示され､演奏は停止します。例えば、

8PGM3という表示は３つのトラックがプログラムされ、最後のトラックは８ということです。 
 

 

エリア４：現在のボリュームレベルの表示。 

 

リモートコントロールによってトラックが選択された場合には、数秒間トラック番号が大きく表示

されます。 

 

 

エリア４：プレィ・ポーズアイコンと経過したトラック時間。 

ヴォリュームが変更されると、ヴォリューム設定が大きな文字で数秒間表示されます。 

 

ディスプレィ - CD/SACD 演奏時 

入力をディスク(DISC)と設定すると、ディスプレィは同様に４エリアに分割されます。   

 

 

 

 

 

 

 

  

                                      

 

     

 

 

 

 

   

  

 

 

エリア３：状況を示すアイコンが表示され、これらはネットワーク入力に加えて； 

 

    

 

 

 -------------1------------ ------------------2-------------------- 

-------------3------------ --------------4-------------- 

SACD 層が選択されています。 

停止 

プレィ 

早送り 

CD 層が選択されています。 

イジェクト 

ポーズ 

早戻し 

 

現在のトラックのリピート（ア

プリ、リモコンによって設定） 

ディスク全体をリピート（アプリ、

リモコンによって設定） 
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どんな LEDディスプレィも長時間同じイメージを表示しておくと曇っていきます。ディス

プレィが必要以上に劣化しないようにするには、演奏を終了したら、スイッチオフするか

本機をスリープモードにしておくことをお勧めします。 

 

本機が DISC モードになっていない時には、CD/SACD メカニズムのコントロールは働き

ません。DISC モードから DAC モードに変える時には、ディスクをトレィから取り出して、

トレィを閉めてください。 

 

ディスプレィ - DAC モード 

デジタル入力のどれか、またはネットワーク入力が選択されていて、動作していない時には、ディス

プレィは４つのエリアに分かれます。 

 

 

 

 

エリア１：選択されている入力 
エリア 2: データのレート、PCMの場合はワードレングスとサンプルレート、DSDまたは DSDｘ2。 
エリア３：現状ステータスアイコンが表示されます。以下を除いてネットワーク入力と同じです。 

正しくないワードクロックが検知された。 

エリア４：現在のボリュームレベルの表示。 

詳しいメニューディスプレィはメニューの項（ｐ35）に書かれています。 

 

 

 

 
リモートコントロールレシーバー  
 
リモートコントロールをご使用の場合には一番感度が高い (B) のところに向けてください。 
 
 
ディスクトレィ 
 
CD, SACD 等のディスクをトレィ（Ｃ）に載せる時にはラベルを上向きに、トレィの中心部に合わせ

て、正しく置きます。Stop/Eject（停止・イジェクト）ボタンを押すか、または Play（プレィ）ボタ

ンによってトレィが閉まります。 

  

 

 

 
 
 

 -------------1------------   --------2-------- 

---------3--------- --------------4-------------- 
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コントロールモード 
 
フロントパネルのコントロールは、ヴィヴァルディ ONE の動作モードによって異なります。以下の

表のようになります。 

MODE        

Disc Power Menu Input 
Play/ 

Pause 
Rwd Fwd 

Stop/ 

Eject 

Network Power Menu Input 
Play/ 

Pause 
◄ Track Track ► Stop 

DAC Power Menu Input --- --- --- --- 

Menu Close Select --- --- ◄ Menu Menu ► --- 

USB2 

Browser 
Close Select --- --- Cursor ▲ Cursor ▼ Folder ▲ 

 
Stop/Eject（停止、イジェクト）ボタン 
 
ディスクモードでStop/Eject（停止/イジェクト）ボタン(H)を押すとディスクの演奏を停止します。も

う一度押すとトレィを開きます、さらにもう一度押すとトレィを閉じます。 
 
Play / Pause (プレィ・ポーズ) ボタン 
 
ディスクが読み取られた後、Play / Pause (プレィ・ポーズ) ボタン（D）によって演奏開始をします。

演奏後、もう一度押すとポーズになり、更にもう一度押すと演奏をします。 
 
Rwd(巻き戻し)ボタン 
 
ディスク演奏中に Rwd(巻き戻し)ボタン( I )を押すと前のトラックを選択します。押し続けるとディス

クをジョグします。巻き戻しスピードは 2倍、4倍、8倍、と押し続けていると早くなります。 
メニューページが開いているとき Rwd ボタンは  (戻るボタン) に変わり、メニューページを戻り

ます。 
 
Fwd (早送り)ボタン 
 
ディスク演奏中に Fwd (早送り)ボタン (J) を押すと次のトラックを選択します。押し続けるとディス

クをジョグします。早送りのスピードは 2倍、4倍、8倍、と押し続けていると早くなります。 
メニューページが開いていると、Fwd (早送り)ボタンは  (進む)ボタンに変わり、メニューページ

をめくります。 
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 Play / Pause Button 

After a disc has been read, press the Play / Pause button (F) to start playing. Press again to pause 
and again to resume playing. 

 

 Rwd Button 

When a disc is playing, press the Rwd (rewind) button (G) briefly to select the previous track or press 
and hold to jog back through the disc. The rewind speed increases to x2, x4 and x8 as you hold the 
button down. Release the button to return to play mode. 

When the menu is open, the Rwd button changes to the Ż button, used to page backwards through 
the menu. 

 

 Fwd Button 

When a disc is playing, press the Fwd (forward) button (H) briefly to select the next track or press and 
hold to jog forward through the disc. The fast forward speed increases to x2, x4 and x8 as you hold 
the button down. Release the button to return to play mode. 

When the menu is open, the Fwd button changes to the Ź button, used to page forwards through the 
menu. 

 

 Stop / Eject Button 

Press the Stop / Eject button (I) to stop playing a disc. Press again to open the CD tray. Press again 
to close the CD tray. 

 

 CD Tray 

When loading a CD or SACD into the CD tray (J), ensure the disc is central with the label upwards and 
is seated correctly. The tray will close automatically if it is left open for more than a few minutes. 
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 Play / Pause Button 

After a disc has been read, press the Play / Pause button (F) to start playing. Press again to pause 
and again to resume playing. 

 

 Rwd Button 

When a disc is playing, press the Rwd (rewind) button (G) briefly to select the previous track or press 
and hold to jog back through the disc. The rewind speed increases to x2, x4 and x8 as you hold the 
button down. Release the button to return to play mode. 

When the menu is open, the Rwd button changes to the Ż button, used to page backwards through 
the menu. 

 

 Fwd Button 

When a disc is playing, press the Fwd (forward) button (H) briefly to select the next track or press and 
hold to jog forward through the disc. The fast forward speed increases to x2, x4 and x8 as you hold 
the button down. Release the button to return to play mode. 

When the menu is open, the Fwd button changes to the Ź button, used to page forwards through the 
menu. 

 

 Stop / Eject Button 

Press the Stop / Eject button (I) to stop playing a disc. Press again to open the CD tray. Press again 
to close the CD tray. 

 

 CD Tray 

When loading a CD or SACD into the CD tray (J), ensure the disc is central with the label upwards and 
is seated correctly. The tray will close automatically if it is left open for more than a few minutes. 
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動作している機器に接続されていない入力端子については入力リストには表示されません。 

 

入力がディスク（Disc）に設定されていないとディスクメカニズムは動作しません。

動作しないことで、電気的動作項目が減り、音質も向上します。ディスクモードから入

力を変える時にはトレィに載っているディスクを取り出して、トレィを閉じておくこと

をお忘れ無く。 

 

デュアル AESがメニューページ（Unit Settings > Dual AES）からオフ（OFF）にされて
いると AES1+2 が使えません。 

 

Input(入力)ボタン 
 
Input （入力）ボタン(E)を何回も押すと入力可能なデジタル入力をその都度表示します。 
 

 

 
ソース機器のサンプルレートは自動的に検知されます。順序表示は全部の入力が動作状態にある時は

以下のようになります。 

…, Disc, NETWORK, AES1, AES2, AES1+2, SPDIF1 (RCA), SPDIF2 (RCA), 
SPDIF3 (BNC), SPDIF4 (Toslink), USB, …  

 

 

 

 

 

 

Menu（メニュー）ボタン 
 
Menu（メニュー）ボタン（Ｆ）を押してメニューを開きます、メニューページを選んで設定を変えま

す。メニューの項を(P40)をご参照ください。 
USBフラッシュドライブが USB2 のポートに指されている時は、メニューボタン（Menu）を２秒間
押し続けるとブラウザが開きます。 
 
Power (パワー) ボタン（G）となっています。 
スイッチを入れるには、リアパネルのスイッチが I の位置にあって AC 電源が入っていることを確認
して下さい。Power (パワー)ボタン (G) を一度押すとスイッチが入ります。 
リモコンからは電源を入れることは出来ません。 
 
ユニットをスリープモードにするには、Power（パワー）ボタンを押します。ディスプレィは消えて、

ボタンの上にある LEDが点灯します。メカニズムは停止しますが、ヴィヴァルディ ONEは作動状態

と同等の温度を保っています。トレィが開いていれば、自動的に閉まります。通常の作動状態にする

にはもう一度 Power（パワー）ボタンを押します。 
 
完全にオフにするには Power（パワー）ボタンを SWITCHING OFFと表示されるまで約 5秒間押し続
けます。トレィが開いている場合には自動的に閉まります。 
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ロータリーコントロール 
 
通常ロータリーコントロール(K)は、Volume(ボリューム)設定に使用します。このセッティングは

0dB(フルボリューム)から-50dBまでを0.5dBずつ、-80dBまでは1dBステップで調整し、-80dB以下で
はミュートとなります。ボリュームが変更された時には、大きなデシベル表示が数秒表示されます。 
 

 

 

 

 

Balance(バランス)メニューページが開いている、もしくはリモートのBalance（バランス）ボタンが

押されている場合には、バランスを調整します。 
バランス調整は0.1dBステップでおこなわれ、左右チャンネルどちらも-6.0dBまで下がれます。それ以
上はミュートとなります。ボリュームの大きさを示す棒グラフによってバランス設定の状況を視角で

捉えられます。 
 
 
 
 
 
 

 バランス（左）       バランス（センター）        バランス（右） 
 

メニューが開いている間、ロータリーコントロールはメニューページを前に進めたり、後に戻したり

することをします。同様に、入力やフィルターを変更して数秒の間、ロータリーコントロールはボリ

ュームの変更ではなくこれらのスクロールとして機能します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Vivaldi One APEX Manual v1_1x                             太陽インターナショナル 32 

デュアル AES モードが正しく作動するためには、ソースは実際にデュアル AESデー
タを送らなければなりません。シングル AESデータを 2 つのコネクターから送るので

は正しく作動しません。 

 

リアパネル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                    リアパネル 
 
［Analogue Outputs アナログ出力］ 
   
Vivaldi ONE APEXは独立したBalanced Outputs(バランス出力)（L）とUnbalanced Outputs（アン

バランス出力）(M)を装備しています。上部が左チャンネル出力で下が右チャンネル出力です。 
 
       
 
 
 
 
 
 
 
XLRコネクターを使用しているにもかかわらず、ピン３を浮かして、本当の意味でのバランス回路で

はないアンプも見受けられます。このような回路では、XLRケーブルで接続しても良い結果は得られ
ません。ノイズが増えたり、不安定な信号レベルとなったり、厚みのない音になったりするようです。

そのようなアンプをご使用の場合には、ケーブルのアンプ側XLRの3ピンと1ピンとを結んでアンバラ

ンス出力として使用することをお勧めします。 
 
 
AES デジタル入力 
 
AES 1、AES 2( N) 入力は、DoP/64を含む最大192k S/sのサンプルレートで個別に使用出来ます。 
Dual AESメニューがOnまたはAutoに設定されていれば、AES 1+2 は88.2、96、176.4､192､352.8ま
たは384k S/sでデュアルAESペアとして一緒に使用できます。 
このペアは、Vivaldi､Scarlatti、PaganiniトランスポートからのdCS暗号化SACDデータおよび DoPデータ

( DSD/64またはDSD/128 over PCM) も受け入れます。 
 
 
 
 
 
 
 

L   M    N    ------------O-----------    P   Q 

-------R------     T     U   V 

W 

X 

S 

dCSのバランス出力は真のバランス入力のみに接続され

るように設計されています。これらは電気的にバランスが

取れており、フローティングなので、オーディオトランス

のように動作します。これによりケーブルで拾われるハム

と干渉の除去が強化されます。 
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Windows™ 10、Windows™ 8.1、Windows™ 7 (SP1)、および Mac™ OSX 10.12.5以降で
さまざまなPCMストリーミングプログラムを実行するいくつかの一般的な形式でこのイ

ンターフェイスをテストしましたが、全てのソースデバイス、動作システム、ソフトウェ

アでの正しい動作の保証はできかねます。 
です。 

 

2系統のWordclock In(ワードクロック入力) は個別にも使用できます。操作を簡単にする

ために Vivaldi ONE APEXの Sync mode(シンクロモード) メニューページにはオートマ

ティックモードがあります。このモードで、44.1k Hz_のワードクロックとWordclock In1 
(ワードクロック入力 1)とを、また 48k HzをWordclock In2(ワードクロック入力２) と

を接続することが出来ます。他のソース機器が同じクロックと接続されていても本機は正し

いクロック周波数を選別します 

SPDIF 入力 
 
Vivaldi ONE APEXは3系統のコアキシャルSPDIF入力があり、SPDIF 1、SPDIF 2 、SPDIF 3 (O)と書
かれており、最大192k S/s, DoP64のデータを受け容れます。SPDIF 4(O)光入力はToslink入力ですが、

受け容れ可能なサンプルレートは96k S/sまでです。トスリンクをご使用の際にはダストカバーを引き

抜いて下さい。 
 
USBインターフェイス 
 
２つのUSBインターフェィス (Ｑ) は、完全なるエィシンクロノスモードで動作するため、Vivaldi ONE 
APEXはサウンドサーバーやコンピューターからのクロックジッターの影響を受けません。  
Vivaldi ONE APEXは、独自の内部クロックを使用するか、Word Clock(ワードクロック)入力に接続さ

れたマスタークロックにロックします。USBケーブルを介したPCへのフィードバックにより、データ

配信速度が制御されます。 
 
「B」タイプコネクタ（Q）のUSB1クライアントインターフェイスは、適切なUSB 2.0インターフェ

イスを備えたWindowsTM PC、Apple MacTM PCまたはサウンドサーバーからの最大24ビット/ 384kS / s
のPCMデータを受け入れます。インターフェイスは、DoP形式でパッケージ化されたDSD / 64または
DSD / 128データも受け入れます。 
 

 
 
  
 
 
メニューページのUnit Settings > USB ClassによってインターフェィスをClass 1(クラス1,特別なド
ライバーなしで、96k S/s以下)、または Class 2､（クラス２,384k S/sまで、OSX 10.6.3以降はドライ

バー不要、Windowsには最新のdCS USB Class 2 が必要です）に対設定できます。 
 
USB2 インターフェイス(Ｐ)はタイプAコネクターです。24bit/384k S/s、DSD128までのデータをUSB
フラッシュドライブから受け入れます。互換性のあるドライブフォーマットはFAT16、 FAT 32、暗
号化されていないNTFSです。フラッシュドライブが接続されているときに、ベーシックブラウザ（P
２７）は音楽ファイルをナビゲートします。そして、演奏するファイルを選択します。ブラウザを閉

じるとファイル名がプレィまたはポーズ アイコン、経過演奏時間とともに表示されます。 
同様に、低電力 (10W以下)USBハードディスクドライブまたはSSDドライブも使用できます。 

 
ワードクロック入出力 
 
2系統のワードクロック入力（Wordclock In）端子(R)はソース機器からの標準ワードクロックまたは

44.1, 48, 88.2, 96, 176.4および192k Hzのマスタークロックを受け入れます。クロック周波数はデータ

レートの正確な倍数でなくてはロックしません。メニューページのUnit Settings > Sync modeによっ
て、選択された入力に外部クロックをロックさせます。ソースは同じクロックにロックされなければ

なりません。そうしないとシステムはロックされていない状態となり、出力から間隔を置いてクリッ

クノイズが出てきてしまいます。 
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RJ45ソケットは、デリケートで、他のコネクター（ USBタイプA, Bなど）を誤って

挿入したりすると壊れかねません。そのため、使用時以外はダストカバーを取り付け

たままにしておくこと､カバーを取ったらすぐにRJ45コネクターケーブルを挿入する

ことをお勧めします。 

 

メニューページのシンクロモード(Sync mode) でマスターモードに設定されている場合、本機はロッ

クしたデータ、または外部クロック入力 (Wordclock In)ではなく、本機内部のクロックを使用します。
ワードクロック出力 (Wordclock Out )はシングルワイヤーの入力サンプルレートに見合った、44.1 
または48kHz の周波数によるワードクロックを送り出します。その場合の最大周波数は192k Hzです。
選択された入力がAES かSPDIFの場合には､ソース機器はシステムをロックさせるためにワードクロ

ック出力(Word Clock Out )にロックされていなければなりません。 
 
ネットワークインターフェィス 
 
RJ45ソケット(V)のNetwork Main (ネットワーク接続)により、Vivaldi ONE APEXはローカルネットワ

ークおよび複数のインターネットサービスから音楽データをストリーミングできます。Vivaldi ONE 
APEXは適切な対応デバイスで実行されているdCS Mosaic Controlで最大24bit/384kS/s もしくは
DSD64, DSD128の音楽ファイルをストリームします。ネットワークインターフェイスはエイシンクロ

ノスモードで実行され、電気的に絶縁されています。 
もう一つのRJ45(U)Network Loop (ネットワークループ接続)は将来の拡張用であり、現時点ではサポ

ートされていません。 
 
  
 
 
 
 
赤外リモートレシーバー 
 
第二の赤外レシーバー (S) は、RS232の代替としてホームオートメーションシステムで使用すること

を目的としています。 
 
RS232 
 
インターフェィス (T) RS232で、2種類の動作モードに対応し、メニューページの Unit Settings > 
RS232によって設定できます。 
・2進法モードは、dCSでの製品テスト中にユニットをリモートで制御するために使用されます。 (B) 
・テキストモードはハウスオートメーションシステムで使用するためのものです。このモードをご

使用になる場合は、HELPコマンドを送って利用可能なコマンドリストをご確認ください。 (T) 
 
このインターフェィスにはストレートケーブル、ピン1はピン1と接続しているワイヤーを使用してく

ださい。 
ピンコネクターは次の通り 

・ ピン２ − dCS ユニットトランスミット 
・ ピン３ − dCS ユニットレシーブ 
・ ピン５ − グランド 
・ シェル − ケーブルスクリーンとドレイン 

 
AC入力 

 
ACパワーはICE320コネクター (W) に接続フューズと2極パワースイッチによって隔離され、保護

されています。 
 
ラベル 
 
ラベル (X) にはシリアル番号、使用電圧が表示されています。シリアル番号はお問い合わせ等の際に

必要になります。 

!



Vivaldi One APEX Manual v1_1x                             太陽インターナショナル 35 

メニュー 
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必要なメニューは、メニューガイドシートで見つけることができます。 

 

INFORMATION(インフォメーション)メニュー：セットアップの詳細、ソフトウェアバージ

ョン、シリアル番号、通信先を表示します。 

 

AUDIO SETTINGS(オーディオ設定)メニュー：フロントパネルボタンで直接アクセスできな

い機能を設定することができます。 

 
UNIT SETTINGS（ユニット設定）メニュー：ご使用のオーディオシステムに適合するように

設定します。 

CONFIGURATION（コンフィギュレーション）メニュー：重要な設定をロック、標準設定を

保存、ユニットをリセットすることができます。 

 
DISPLAY SETTINGS（ディスプレィ設定）メニュー：ディスプレイの調整することが出来

ます 

 
SIGNAL GENERATOR（信号発信）メニュー：テスト信号とセットアップをチェックするた

めのメニュー 

 

前のメニューに戻るためのアイコン 

 

メニューを使う 
 
メニューにより様々な機能にアクセスすることが可能です。また新しいバージョンのソフトウェアにアップグレードを行うことに

よって、新機能を追加することが出来ます。 

dCS Mosaic Control は、オーディオやユニットの設定、製品情報へのアクセス、ファームウェアのアップデートの確認にも

使用できます。 

 
メニューは4つのボタンでコントロールします。 
・ メニュー(Menu) ボタンでメニューを開く、またはセッティングを選択  
・ ► ボタンによってメニューのページをめくる  
・ ◄ ボタンによってメニューのページを戻る 
・ Power(パワー)ボタンによってメニューを閉じる、または10秒でタイムアウト 
メニューが開いているときには、ロータリーコントロールによってメニューを進めたり、戻ったりすることができます。 

 
 
 
 
 
 
次の６つのアイコンはメニューのトップ項目です。 
 

   
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
   
 
 
 
    
   
 
► ボタンで青いハイライトを移動させて希望するメニューに移動し、Menuボタンで選択します。次

のメニューの階層が表示されます。 ► ボタンによって希望のメニューページに進み、Menuボタンに

よって情報、または設定変更が表示されます。 
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Unit Status (使用機器の現状)を表示 

• ハードウェアのコードを含むフルシリアル番号。 

• 本機の名称 

• 内部温度。（℃） 

• ネットワークに接続した場合には、本機の IP アドレス 

• 各クロック入力で検知される周波数 

• それぞれの入力で検知されるサンプルレート 

• ＭＱＡデータに関しては、最終的にレンダリングされるサンプルレート 

 
◄ ►ボタンでスクロールします。このページはタイムアウトしません。退出するに
はメニューボタン(Menu)を押します。 
 

Mosaic Control location :  SETTINGS > SUPPORT > Status 
 

もしシステム操作がご希望と異なっている場合、Unit Status(ユニット状況)ページが

設定エラーや接続エラーなどを発見するのに役立ちます。 

 

Contact ページ： dCSホームページのコンタクトサイトと e-mail アドレス。このペー

ジはタイムアウトしません。退出するにはメニュー(Menu)ボタンを押します。 

お問い合わせは、まずお買上げ店、または弊社へお願いします。 

 

 

Vivaldi ONE APEX は、dCS Mosaic Control を使用してインターネット経由でアップデートが出

来るように設計されています。これが一番簡単な方法です。（この機能はアップデートが用意

された時のみ有効です）アップデート用 CD は原則として用意いたしませんので、dCS Mosaic

アプリにてアップデートしてください。 

 

Mosaic Control location :  SETTINGS > SUPPORT >Versions >Check for update 

 

 

Version ページ： ソフトウェアバージョンを表示。販売店などにお問い合わせ

の崔にはここからの情報をお伝え下さい。このページはタイムアウトしません。退出

するにはメニュー(Menu)ボタンを押します。 
 
・コントロールボード(Control Board): 1.1x (メインソフトウエア バージョン)  
・フロントパネル(Front Panel) : 1.1x 
・インターフェイスボード（Interface Board）: 1.1x 
・ネットワーク (Network):  ネットワークファームウェア製造コード 

 
Mosaic Control location :  SETTINGS > SUPPORT >Versions 

 

インフォメーションメニュー 
 
[使用機器の現状] 
 
 
 
 
 
 
             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[バージョン]  
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[コンタクト] 
 
 
 
 
 
 
[アップデート] 
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The Unit Status page displays: 

x The long version of the serial number, including the hardware configuration code. 
x Each input and the sample rate detected on that input. 
x Each Word Clock input and the clock frequency detected on that input. 
x Internal temperature ....qC 
 

Use the Ż Ź buttons to scroll up or down the list. This page does not time out, press the 
Menu button to exit. 

 
 

If your system is not behaving as you expect, the Unit Status pages can help you find 
set-up or connection errors. 

 

 

The Version page displays the software versions loaded in the unit. Please have this 
information ready if you contact your dealer for any reason. This page does not time out, 
press the Menu button to exit. 

 

 

The Contact page displays dCS web-site URL and support email address. This page 
does not time out, press the Menu button to exit. 

If you have any difficulty, please contact your dealer for help first. 
 

 

The Update feature allows you to load new software into your system from any 
STANDARD CD player / transport or from a computer streaming bit-perfect data via the 
USB interface. Note that some non-Red-Book CD transports change the digital data and 
cannot be used to download new software. Please follow the instructions supplied with 
the update disc carefully. 

!
 

If you accidentally start an Update, switch off the unit at the back panel switch, wait 10 
seconds, then switch on again. The software will not have been changed. 
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!
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オーディオ設定メニュー 
 
[フェーズ（位相）] 

 

 

 

Phase 位相： アナログ出力の位相が正相および 

  

…逆相表示。逆相で録音された音楽の正しい位相が設定できます。パワーアップ時には正相

になります 

Mosaic Control location :  SETTING > SYSTEM TEST 
 
[フィルター] 

 

 

 

 

 

 

 

 

Vivaldi ONE APEX は２セットのデジタルフィルターがあります。PCM と DSD データに対応す

るフィルターです。PCM フィルターは本機が PCM データを受け入れているときに使用できま

す。フィルターは音質の好みによって設定してください。  

DAC は全てのサンプルレートに対して最後に設定されたフィルターを記憶しています。 

 

最初の 4個の PCM フィルターはナイキストイメージ排除と位相反応に対してそれぞれ特徴が

あります。Filter 1 はナイキストイメージ排除ではとても素直で、急峻なロールオフをかけてい

ますが、過渡特性は４つの内では一番よくありません。Filters 2, 3 , 4 は数字にしたがって拒絶

率が緩くなりますが、一方過渡特性は順に良くなっています。Filter 2 はオーケストラ音楽を

主に聴く方が好まれます。Filter 3 、 Filter 4 はロック、ポップを聴く方が好まれます。 

 

ソースレートが 176.4, 192, 352.8 or 384kS/s の場合、さらに２個のフィルターがあります。 

Filter 5 はガウシアン反応(過渡特性においてオーバーシュートが無い)フィルター、 Filter 6 

は非対称(プリリンギングが無いフィルター)です。 

 

データレートが 44.1kS/sの場合にでも、2 つのフィルターが使用できます。Filter 5 は非対称フ

ィルターで、プリリンギングがなく非リニアフェイズフィルターです。Filter 6 は新しいシャープフ

ィルターで、フェィズはリニアですが、一般のデジタルフィルターのようにプリリンギングは起こし

ます。 

フィルター選択についてはどれが正しいということはありません。お試しいただき、お好みで決

定して下さい。 

MQAフォーマットデータを受け取りでコーディングした場合には、フィルターＭ１が他の 6つのフ

ィルターから選択されるでしょう。これはMQAによって推奨されたフィルターです。MQAフィルタ

ー設定は、他のサンプルレートであるかのように、別々に保存されます。 

 

Mosaic Control location :  SETTINGS >AUDIO>dCS Processing Platform 

 
44.1k S/s PCM の6 種類のフィルター特性は以下の通りです。(他のサンプルレート用フィルターは異

なるパルス反応を示します)  水平時間軸は1目盛り100μ 秒となっています。 
 
 
 
 
 
 Filter 1      Filter 2      Filter 3      Filter 4      Filter 5      Filter 6 
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Map 1 は新開発されたもので出荷時に標準設定されたマッパーです。5.644 または

6.14MHzのスピードで動作します。 

Map 2 は伝統的な設計で Vivaldi ONE APEXの 1.xx バージョンに使用されています。

dCS では２０年以上にわたりこのマッパーを採用しています。2.822 または 3.07M Hz

で動作しています。 

Map 3 は実験的なもので、スピードは MAP 1と同じです。 

 

dCSにおける試聴ではMap 1が最も音楽的な再生を行うと感じておりますが、３種類を

試聴して一番お気に入りのMapper に設定してください。 

 
Mosaic Control location :  SETTINGS >AUDIO>dCS Processing Platform 

これは出力チャンネルがノーマルの場合。 

 

チャンネルが交換された場合。接続ミスの発見に便利です。チャンネルチェック機能

（Channel Check）には影響しません。 

 
Mosaic Control location :  SETTINGS >SYSTEM TEST 

ロータリーコントロールで各チャンネルとも0 dBから-6dBの範囲で、0.1dB毎のバランス

調整ができます。6dB 以下ではミュート (-¥) となります。 

バランス調整はメニューページを閉じる、またはメニュー(Menu)ボタンを押すと終了

します。多くのユーザーはdCS Mosaic Controlからバランス調整を行っています。 

 

Mosaic Control location :  SETTINGS >AUDIO>dCS Processing Platform 
 

 
[DSDフィルター] 
 

 

 

 
 

DSD フィルターは本機が DSD データを、または DSD にアップサンプル機能が操作しているとき

に使えます。データを受け取っているときに動作します。PCM アップサンプル時には両方のフィ

ルターが動作しています。 

DSDモードには５つのフィルターがあり、最初の４つのフィルターは、数字が進むにつれて DSD

本来の性質として存在している帯域外ノイズレベルを減らしていくものです。Filter 1 は通常

の設定で、帯域は一番広いものですが、帯域外ノイズも一番高いフィルター。(90kHz for 

DSD/64) これで音が硬い、きついと思われたら、Filter 2 または Filter 3 をお試しください。

数字が上がるにつれ帯域外ノイズが少なくなります。 Filter 4 はトラブルシュートに使用する

目的で作られたもので、DSD64 では 25kHz以上の帯域外ノイズをシャープに切り落とし、帯域

外ノイズを最小限にします。Filter 5 のロールオフは緩和されており、位相応答がよりスムーズ

になります。これにより、帯域外ノイズの多くが除去されます 

 
Mosaic Control location :  SETTINGS >AUDIO>dCS Processing Platform 

 
 
[マッパー（ランダマイザー）] 
 
マッパー(Mapper)  Ring DAC コアの部分にデータを振り分ける方法をマッパーがコントロールし

ます。３つのオプションが用意されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[チャンネルスワップ(出力チャンネルを交換します)] 
 
 
 
 
 
 
 
 
[バランス] 
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ハイブリッドディスクが挿入されて、演奏されていない状態では、Layer (レイヤー)ペー

ジではSACDレイヤーか 

 

またはCDレイヤーの選択ができます。レイヤーを変更して再度読み取っている間、

Changing Layer - Please Waitと表示されます。 

 

 

Vivaldi ONE APEX接続されたデジタル入力からのデータストリームからクロック信号を抽出し、そのクロック信号

にロックします。これは、接続ソース機器にクロック入力端子がない場合に使用します。この設定ではジッターな

どにより最良のパフォーマンスは得られません。なお、USBとNetwork（ネットワーク）入力またはディスクモード

（Disc） ではAudio Syncに設定はできません。  
 
CD演奏する場合やエィシンクロノスUSBまたは Network（ネットワーク）入力使用時について､外部クロックを

使用しない場合には､このマスターモードが標準の設定となります、Vivaldi ONE APEXは内部クロックによって

内部DACをコントロール、データパケットを処理します。この状態では、Vivaldi ONE APEXはソースデバイスとし

て動作しています。 

AES, SPDIF入力をマスターモードで使用する場合、Vivaldi ONE APEXはまた、DACをコントロールするために

自身の内部クロックを使用します。同時に、ワードクロック出力端子(Wordclock Out )からそのクロック信号を出

力します。 

マスターモードを正しく作動させるためには、ソース機器のワードクロック入力端子はVivaldi ONE APEXのワード

クロック出力端子( Wordclock Out )とロックさせなければいけません。ソース機器はVivaldi ONE APEXと同期

し、同一の正しいクロックレートで動作します。 

 

Wordclock 1-2 Auto （ワードクロック 1-2 オート） 

Vivaldi クロック、Rossini クロックを使用して、データレートがよく変更されるコンピューターオーディオシステムを

使用するときの便利な設定です。 クロック入力端子１(Wordclock In1)を44.1、 88.2､176.4kHz のいずれか

に設定したクロックの出力端子と接続、 クロック入力端子2 (Wordclock In2) は48､96､192 kHz に設定した

クロックとを接続します。アップサンプラーのクロック接続も同様に。サンプルレートが変わったとき、DAC,アップサン

プラーとも自動的にデータと同期するワードクロック周波数を選択します。 

入力データのサンプルレートが変更した時、Vivaldi ONE APEXは自動的にデータと同期するワードクロック周

波数を選択します。選択されたワードクロック入力がディスプレィに表示されます。 
 
Wordclock 1 (ワードクロック入力1)：Vivaldi ONE APEXはワードクロック入力１ （Wordclock 
In1）に接続している外部クロックとロックしている状態。 
 
Wordclock 2(ワードクロック入力1 )：Vivaldi ONE APEXはワードクロック入力１ （Wordclock 
In2 ）に接続している外部クロックとロックしている状態。 
 

Mosaic Control location :  SETTINGS >DEVICE 
   
選択されたAESまたはSPDIF入力のデータと同期しているワードクロックを発見できない場

合、オーディオシンクロモード ( Audio)に戻り、クロックが違います(Bad Clock) というアイ

コンが赤く表示されます。 

[レイヤー] 
 
 
 
 
 
 
 
ユニット設定メニュー 
以下の設定は一度設定すれば、その後の変更は行わないと思います。 
 
Sync Mode（クロックキング シンクロモード） 
このページは選択されているデジタルクロック入力を表示します。Vivaldi ONE APEXはCDモードとは

別に各デジタル入力に対してのSync Mode(シンクロ)設定を記憶します。 
オプションは以下の通り。 
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6V, 2V, 0.6V or 0.2V rmsのフルスケール出力レベルを設定します。システムをセットする

際に、Vivaldi ONE APEXの出力設定によって通常のリスニングレベルに合った出力を設定し

て下さい。 
その場合のボリュームレベルの目安は—10dB〜-30dBの間で、聞きやすいボリュームレベル

と言うことです。この2つの設定の差は約10dBです。 
 低レベル0.6vや0.2vは、AirPlayを使用しプリアンプを介さずにVivaldi ONE APEXとアンプを

直結した場合、送り出し機のボリュームレベルが高く想定外のボリュームレベルが送られた

場合の事故を防ぐために設定しました。 
 

Mosaic Control location :  SETTINGS >AUDIO>Output 

AES1とAES2とを一緒に使用し、PCM_データを高次サンプルレート( 88.2, 96, 176.4, 
192, 352.8 or 384kS/s)、またはDSD64, DSD128で受け取るためのものです。ソース

機器によっては2系統のAES出力がデュアルAESとして作動しないものもありますの

でご注意下さい。 
 
Off (オフ)：デュアルAESモード解除。AES入力×2はシングルAES_データを受け取り

ます。 
 
On(オン)： 入力ボタン、リモコンによるデュアルAESモードのフロントパネルボタン

かリモードコントローラーによるマニュアル設定。 
 
Auto(オート)：Vivaldi ONE APEXはフォーマットフラッグを検知し、自動的にAES1 、
AES2の入力でシングルAESかデュアルAESかを判断します。これが標準設定です。フ

ォーマットデータのフラッグが悪い場合、マニュアルで正しい設定を選択して下さい。 
 

Mosaic Control location :  SETTINGS >DEVICE 

 

Class 1 (クラス 1) に設定。Mac™OS10.5以降、Windows PCでサンプルレート 96k 
S/s以下の場合に使用可能。 
 
Class 2 (クラス 2) に設定。Mac™OS10.11 以降でサンプルレート 384k S/s または
DSD/128以下の場合に使用可能。 Windows PCの場合には dCS USBクラス 2ドライ

バーのインストールが必要です。 
 
USBクラス変更した場合にはUSBソフトウェアがロードされている間 10秒ほどかか
ります。 

Mosaic Control location :  SETTINGS >DEVICE 
 
 
本機がクラス 2(Class 2)に設定されていて適切なドライバーがロードされていない場

合には、クラス１インターフェイスはWindows PCによって検知されません。 
USB Class(クラス)設定の変更を行う前に、演奏を中止し、ストリーミングプログラ

ムを終了することを推奨します。 
 

[出力レベル] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
[Dual AES] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
[USB クラス] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

!
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Buffer（バッファー）を On(オン)に設定すると、デジタルデータはリング DAC に
遅延して届きます。これは標準設定です。遅延は 44.1k S/s_の場合は、0.72秒、192k 
S/sの場合には 0.16秒です。この遅延によって DACはサンプルレートやクロック周

波数の変更を認識し、変更が確認されるまでミュート状態にします。それによって

変更時のノイズが非常に低いレベルに抑えられました。 
 
この遅延は音楽再生の場合には全く問題ありませんが、本機がビデオやテレビに使

用されている場合には、音声と映像がシンクロしないという問題が発生しかねませ

ん。その場合には Buffer（バッファー）を Off（オフ）にします。 
 

Mosaic Control location :  SETTINGS >DEVICE 
 

DSDに設定すると本機は PCMオーバーサンプリング課程の最終段階で DSD アップサ

ンプリングステージを、アナログ変換前に行います。 
 
DSD×2に設定すると本機はPCMオーバーサンプリング課程の最終段階でDSDx2アッ

プサンプリングステージを、アナログ変換前に行います。 
 
DXDに設定すると本機は PCMデータの標準オーバーサンプリングを行います。 この

機能は DSDデータには応用されません。DSDデータは異なった方法で処理されます。 
 

Mosaic Control location :  SETTINGS >AUDIO >dCS Processing Platform 

RS232インターフェィスをサードパーティーコントロールシステムの Text(テキスト)モ
ード、または…… 
 
 ... dCS Binary(バイナリー)モードに設定。なお、バイナリーモードは dCS工場での使用
を目的としたものです。 
 

Locked(ロック)を設定した場合、このアイコンが表示され、以下の設定変更ができなくな

ります。 
 
• Mapper  
• Sync Mode（全ての入力） 
• Output Level  
• Dual AES 
• Ch Swap  
• Balance 

• DSD Filter 
• USB Class 
• Save Configurationはできなくなります。 
• Restore Configurationはできなくなります。 
• Factory Reset はできなくなります。 
 
 

Unlocked（アンロック）設定変更が必要な場合にアンロックします。 
 
 

[バッファー] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[アップサンプリング] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[RS232 モード] 
 
 
 
 
 
 
 
 
コンフィギュレーションメニュー 
 
[設定ロック] 
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お望みの通りに設定された場合、Save(保存)を選択することで、設定をメモリーに保存

できます。後で設定を変更したい、そしてそれを保存したいときには、再び Save を選

択すれば、変更を保存します。 
 

ユニット設定が間違って変更された場合には、Restore（修復）を選択することによ
ってその前に保存した設定を再びロードできます。 

入力名称が変更された場合、このページで名称をリセット、オリジナルの名称、例え

ば AES1、SPDIFなどに戻されます。 
 

• Volume ： –30dB. 
• Balance ：中心 
• Input ： Disc. 
• Sync(シンクロ)：すべての入力は Audio(オーディオ)にシンクロします。例外は以下 
• Disc, USB1, USB2, Network は Wordclock Auto (W)にシンクロします。 
• PCM Filter :すべてのサンプルレートに対して Filter 1  
• DSD Filter ：1 
• Mapper（マッパー設定）： Map1. 
• Dual AES1+2（デュアル AES設定 ）： Auto. 
• Phase（位相）： Normal.（正相）   
• Output Level（出力レベル ）： 2V. 
• Display（ディスプレィ）：On. 
• Brightness（ディスプレィ輝度）：最大 
• RS232 Mode：バイナリー ( B) 
• Ch Swap (チャンネル交替)：Normal(正常) 
• Buffer (バッファー)： On 
• Upsampling（アップサンプリング）：DSD 
• Logo (ロゴ)：On 
 
 

出荷時の標準設定に戻します。 

 

Brightness（ディスプレィ輝度設定）◄   ►ボタン操作によってお好みの輝度に調整する

ことができます。メニュー(Menu)ボタンを押すことで退出。 
 

Mosaic Control location :  SETTINGS >DISPLAY 
 

[コンフィギュレーションの保存] 
 
 
 
 
 
[修復] 
 
 
 
 
 
 
[入力名称のリセット]  
 
 
 
 

[工場出荷時設定にリセット] 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディスプレィ設定メニュー 

 

[輝度] 
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このページは通常 On(オン)に設定されています。 
 
Off(オフ)に設定しメニューを閉じた場合には、ディスプレィは数秒後に消されます。コン

トロール設定を変更した場合には、ディスプレィは一時的に点灯します。ディスクトレィ

が開いている時、または、メニューが開いている時はディスプレィは点灯します。 
 

Mosaic Control location :  SETTINGS >DISPLAY 
 

ロゴを On(オン)に設定するとディスプレィ左の dCSロゴが点灯。 
 
 
Off(オフ)にすると、ロゴは光りません。 
 

Mosaic Control location :  SETTINGS >DISPLAY 
 
 
 

チャンネルが正しく接続されているかをチェックします。ディスプレィに Left Channel
と表示されている間は、左チャンネルから発信音が出力されます。 Right Channelと表

示されれば右チャンネルから発信音が出力されます。逆のチャンネルから発振音が聞こえ

た場合には接続がどこかで間違っていることが分かります。 
 

Mosaic Control location :  SETTINGS >SYSTEM TEST 

位相が正相か逆相かをチェックします。In Phaseと表示されている間は、両チャンネルと

も正相でチェックトーンが出力されます。メニュー(Menu)ボタンを押すことによって、右

チャンネルの位相が逆相となります。ディスプレィはOut Phase(逆相)と表示します。最初

の発信音はスピーカーの中央に音が集まり、次の発信は中央に集まりません。(逆相) 発信

音がおかしい場合には片方のチャンネルが逆相になっています。Powerボタン(パワー)で
テストを終了します。 

Mosaic Control location :  SETTINGS >SYSTEM TEST 

 

システム全体のバーンイン。（エージングと同じ意味ですがここではバーンインとします） ディスプレイは

Burn In (バーンイン) - Warning - Loud!(音圧注意) Press any button to quit (いずれかのボタンを

押して終了)と表示します。その後、ピンクノイズを発振し、レベルがゆっくりと上下します。いずれかのボ

タンを押してこのテストを終了し、メニューに戻します。 

 

 ボリュームレバルが適切なレベルに設定してからバーンインを行ってください。不用意にBurn In(バーンイン)を

行ってアンプやスピーカーを損傷してもdCS, 当社は保証いたしませんのでご了承ください。 

 

 

[ディスプレィのオン・オフ] 

 
 

  

 

 

[ロゴのオン・オフ] 

 

  

 

 

 

ジェネレーターメニュー 
 

[チャンネルチェック] 
 

 

 

 

 

[フェィズチェック] 

 
 

 

 

 

[バーンイン] 

 
 

 

 

 

 

 

 

!



Vivaldi One APEX Manual v1_1x                             太陽インターナショナル 45 

Mosaic Control の設定 
本機の Menu に含まれている設定の多くは dCS Mosaic Control アプリによってもアクセスできます。 

 

 SETTINGS（設定）ボタンをタップすると、スクリーン左の設定ドロワーが開きます。 

 

設定インターフェイスから以下の設定機能が利用できます。 

 

AUDIO ボタンはご使用のユニットの信号経路を表示します。関連の

ある入力、出力、信号プロセスの設定を変更することができます。 

 

DISPLAY ボタンはフロントパネルディスプレィの設定を変更すること

ができます。 

 

DEVICE ボタンはデバイスに関連した設定と頻繁に使用されないオ

ーディオ関連の設定を変更することができます。 

 

SYSTEM TEST ボタンは使用しているデバイス動作の確認のための

テストを行うことができます。 

 

SUPPORT ボタンは本機の現在の状態についての情報を表示しま

す。（ソフトウェアバージョン、ソフトウェアアップデートの情報） 

 

STANDBY ボタンを２秒間押し続けることで、スリープモードに入りま

す。パワーボタン(Power)による動作と同じです。 

 

dCS Mosaic Control の特定な設定の位置についての説明はメニューの項に記載してあります。例えば、フィルター設

定は次の位置にあります。 

SETTINGS > AUDIO> dCS Processing Platform 

 

フィルター設定にアクセスするには Mosaic Control では次のステップを踏むことで設定できます。 

・ 設定ドロワーを開くために SETTINGS をタップ 

・ 信号経路を開くために AUDIO をタップ 

・ ｄCS Processing Platform エリアをタップ 
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SPECIFICATION 

コンバータータイプ dCS proprietary Ring DAC TM topology. 

メカニズムタイプ デュアルレーザー CD / SACD メカニズム 

デジタル入力 UPnP Network インターフェィスは RJ45 端子によって NAS またはコンピュータ

ーからストリーム音楽ファイルをイーサネット経由で受け取ります。使用可能なフ

ォーマットは以下の通り： 

• FLAC, AIFF & WAV – up to 24 bit PCM at 44.1, 48, 88.2, 96, 176.4, 192, 
352.8 or 384kS/s.  

• ALAC – up to 24 bit PCM at 44.1, 48, 88.2, 96, 176.4 & 192kS/s.  
• AAC, MP3, - up to 24 bit PCM at 44.1, 48, 88.2, 96, 176.4&192kS/s. 
• DFF, DSF & DoP – DSD/64 & DSD/128 
その他多岐にわたるオンラインストリーミングサービスを受け入れます。 

インターフェィスは、44.1または 48kS/sの Apple AirPlayを経由して適切なモバイ

ルデバイスからストリーミングされるオーディオデータを受け入れ可能です。 

The Network インターフェイスはエィシンクロノスモードで動作します。 

 
Ｂタイプ端子の USB1 インターフェイスは２４ビットのＰＣＭフォーマットを以下の

サンプルレートで受け入れます： 

• 44.1, 48, 88.2 or 96kS/s when set to USB Class 1 (ドライバー不要).  
• 44.1, 48, 88.2, 96, 176.4, 192, 352.8 または 384kS/s when set to USB 

Class 2 (OSX 10.6.3 以降の Mac OS にはドライバー不要, Windows PC 
には dCS USB クラス 2 ドライバーをロードする).  

• USB クラス 2,においては DoP フォーマットの DSD/64, DSD/128 をパスス

ルー。 
 USB1 インターフェィスはエィシンクロノス USBモードで動作。 

 
A タイプ端子の USB2 インターフェイスは 24 bit PCM/44.1, 48, 88.2, 96, 
176.4, 192, 352.8 または 384kS/s or DSD/64 の USBフラッシュドライブから音楽

をストリームする。互換性のあるフォーマットは UPnP ネットワークインターフェィ

スの項の通り。 

USB2 インターフェィスはエィシンクロノス USB モードで動作。 

 2x AES/EBU （F）XLR  

各 AES/EBU 入力は 44.1, 48, 88.2, 96, 176.4,または 192kS/s サンプルレートの

24bit PCM データ、または DoP フォーマット DSD/64 を受け入れます。 
または 

デュアル AES ペアの場合は 88.2, 96, 176.4, 192, 352.8、384kS/s ,dCS 方式 
DSD データ、DSD/64、 DSD/128 データを DoP フォーマットで受け入れます。 

 
3x SPDIF（2x RCA Phono, 1x BNC） 両方とも 44.1, 48, 88.2, 96, 176.4 また

は 192kS/s or DSD/64 の DoP format の 24 bit PCM データを受け入れます。 

 
1x SPDIF （光 Toslink）は 44.1, 48, 88.2 ,96kS/s のサンプルレートの 24 bit 
PCM データを受け入れます。 
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クロッキング 2x BNC のワードクロック入力は、44.1, 48, 88.2, 96, 176.4 ,および 192kHz の標

準ワードクロックを受け入れます。データレートはクロックレートと同じか、クロック

レートの正確な倍数(0.25x, 0.5x, 1x, 2x, 4x, 8x) です。TTL レベルに敏感です。 

 ワードクロック出力(1x BNC)  マスターモードでは温度補正の無い TTL 互換の

ワードクロックを出力。 CD モードの場合、ワードクロック周波数は 44.1kHz で

す。DACモードでは、ワードクロック周波数は着信データレートに応じて 44.1kHz
または 48kHz のいずれかです。 

MQA ネットワーク、USB2入力からの MQA データの完全なデコードとレンダリング。他

の入力からのみ展開された MQAデータの最終レンダリング。 

周波数帯域 

(Filter 1) 

Fs = 44.1kS/s & CD 
Fs = 48kS/s 
Fs = 88.2 or 96kS/s 
Fs = 176.4 or 192kS/s 
Fs = 352.8 or 384kS/s 
DSD/64 & SACD 
DSD/128 

+/-0.1dB, 10Hz to 20kHz  
+/-0.1dB, 10Hz to 20kHz 
+/-0.1dB, 10Hz to 20kHz 
+/-0.1dB, 10Hz to 20kHz 
+/-0.1dB, 10Hz to 20kHz 
+/-0.1dB, 10Hz to 20kHz 
+/-0.1dB, 10Hz to 20kHz 

 
 
-3dB @ >38kHz 
-3dB @ >67kHz 
-3dB @ >100kHz 
-3dB @ >90kHz 
-3dB @ >100kHz 

残留ノイズ      
 (6V output setting) 

CD 再生 : –96dB以上、0, 20Hz - 20kHz unweighted. 
24-bit データ : –113dB以上、0, 20Hz - 20kHz unweighted. 

DSD アップサンプリング 
オプションの 1 ビット 2.822 / 3.07MS/s または 5.644 / 6.14MS/s アップサンプリ

ング (メニューにて設定) は、マルチステージ PCMオーバーサンプリングを補完

します。 

スプリウス反応 –105dB以上、0, 20Hz - 20kHz. 

L-R クロストーク –115dB以上、0, 20Hz - 20kHz. 

出 力 
メニューで設定されたフルスケール入力の場合、全ての出力で 6V、2V、0.6V、または

0.2V rms 

バランス出力 
1 ペア(ステレオ) 2x 3 ピン male XLR コネクター(pin 2 = hot, pin 3 = cold)。これ

らの出力は電子的にバランスが取れていてフローティングです。1kHz での信号バ

ランス比は 40dB よりも優れています。出力インピーダンスは 3Ω、最大負荷は 600Ωで

す。（10kΩ〜100kΩの負荷を推奨） 

アンバランス出力 
1 ペア(ステレオ) 2x RCA フォノコネクター。出力インピーダンスは 52Ω、最大負荷は

600Ωです。（10kΩ〜100kΩの負荷を推奨） 

外寸・質量 444mm (W) x 435mm (D) x 222mm (H)  
27.4kg  (オプション仕上げの場合 28kg)  

電 力 
100V AC, 50 / 60Hz. 
消費電力: 標準 40W、 最大 60W  

スタンドバイモード 0.5W未満 

スペックは予告されずに改良のため変更されることがあります。 
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保守、サポート 

dCS 機器は通常、毎日の保守は必要在りません。また、 

ユーザーが内部を開けて修理、保守を可能にするような設計ではありませんので、何らかの問題が発生した

場合には、当社にご連絡をお願いいたします。 

 

AC フューズ交換 

パワー入力アセンブリーにあるフューズ交換です。このフューズが溶けた場合には、ユーザーによって交換は

出来ます。ユニットの消費電力は低いので、パワーサージまたはユニットの状態によってフューズが断線しま

す。通常はパワーサージではユニットに損傷は起こりません。しかし、フューズが何回も断線するようであれ

ば、ユニットが故障したと考えられますので、当社にお送りいただき、修理をご用命ください。 

 

フューズタイプ：20×5mm  T 1アンペア L フューズ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パワーケーブルを抜きます。小さいマイナスドライバー2 本によってフューズホルダーA に差し込み、ホルダー

を引き抜きます。断線したフューズを取り出して（B）入れ替えます。フューズを交換した後にホルダーを元の位

置に戻します。 

 

ケースのクリーニング 

高品質ハードアルミによるケースです。設計段階、製造段階においても、細心の注意を払ってパネル、ケース

を用意いたしました。 

埃などを吹き払うには、クリーンな乾燥した、何も染み込ませていない柔らかい布で払いて下さい。 

もし、汚れがひどい場合には、ラノリンベースのクリーニング剤を、清潔で乾燥した柔らかい布を使用して、拭

き取るようにします。クリーニング剤がボタンの周りに残らないように、十分ご注意下さい。 

ガラスクリーナーでも少量なら、フロントパネル、リアパネル以外の部分には使用可能ですが、スプレーを直

接吹きかけることはお止めください。 コネクターなどには吹きかけないようにご注意をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

フューズが飛んだ場合には同じ容量の、同じタイプのフューズに交換することが重

要です。容量の大きなフューズに置き換えた場合には、ユニットを損傷することもあ

り得ます。また、火災、感電の原因になるかもしれません。その場合には保証はさ

れませんので、ご注意下さい。ユニットが正常であれば、フューズの断線はごく希な

ケースです。 
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 Word Clock Input / Output 

Either of the two Word Clock In connectors (Q & R) will accept standard word clock from the source 
equipment or a master clock at 32, 44.1, 48, 88.2, 96, 176.4 or 192kHz. The clock frequency MUST be 
an exact multiple of the data rate, otherwise the system will default to Audio sync. Use the 
Settings>Sync mode menu page (see page 28) to lock the selected input to the selected external word 
clock. The source MUST be locked to the same clock, otherwise the system will not be locked and 
periodic clicks will be heard on the outputs.  

The two Word Clock Inputs may be used individually, but to make operation easier, the Vivaldi 
Upsampler’s Sync mode menu page features a Word Clock1 / Word Clock2 Auto mode. In this mode 
you can connect a 44.1, 88.2 or 176.4kHz word clock to Word Clock In1 and a 48, 96 or 192kHz word 
clock to Word Clock In2. With a source connected to another feed from the same Clock, the 
Upsampler can select the correct clock frequency. 

The Word Clock Out connector (S) carries word clock as follows: 

x Single wire output – Word Clock Output frequency is the same as the sample rate. 
x Dual AES output 88.2 to 192kS/s - Word Clock Output frequency is 0.5 x the sample rate. 
x Dual AES output 352.8 or 384kS/s - Word Clock Output frequency is 0.25 x the sample rate. 
x DSD output mode - Word Clock Output frequency is 44.1kHz. 

Word Clock is used for synchronisation only, it does not carry digital data. 

 

 Network Interface 

The Network connection on an RJ45 socket (U) acts as a UPnPTM renderer, streaming music data 
from a NAS drive or a local computer over a standard Ethernet network. The Upsampler can stream 
music files at up to 24 bits / 192kS/s under the control of a dCS Vivaldi App running on a suitable iPad, 
iPhone, iPod Touch, Android device, Windows PC or Mac OSX PC (see page 17). The Upsampler will 
also pass through DSD data packaged in DoP format to the outputs.  

 

 USB Interfaces 

Both USB interfaces operate in True Asynchronous USB mode, which makes the Vivaldi Upsampler 
immune to clock jitter from the computer / sound server. The Upsampler uses its own internal clock or 
locks to the Master Clock connected to one of the Word Clock inputs. Feedback through the USB 
cable to the computer controls the data delivery rate. 

The USB1 interface on a ‘B’ type connector (V) will accept PCM data at up to 24 bits / 192kS/s from a 
Windows™ PC, Apple Mac™ PC or sound server equipped with a suitable USB2.0 interface. The 
interface will also accept DSD data packaged in DoP format.  

!
 

We have tested this interface with several common formats running on Windows™ 7, 
Windows™ Vista (SP2), Windows™ XP (SP3) and Apple Mac™ OSX 10.5 & 10.6 with 
various PCM streaming programs but we cannot accept responsibility for correct 
operation with all source devices, operating systems or software. 

!
 

The Settings > USB Class menu page can set the interface to Class 1 (up to 96kS/s 
without a special driver) or Class 2 (up to 192kS/s, no driver is required for OSX 10.6.3 
onwards, the dCS USB Class 2 driver is required for Windows). 

The USB2 interface (W) on an ‘A’ type connector can stream PCM music files in most popular formats 
at up to 24 bits / 192kS/s from a USB Flash Drive. The interface will also accept DSD data packaged 
in DoP format streamed from a Flash Drive and pass it through on the Dual AES interface. With a 
Flash Drive connected, a basic browser (see page 16) navigates to the music files and selects the file 
to be played. After closing the browser, the name of the file is displayed, with a Play or Pause icon, the 
elapsed playing time and the track name. 
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ソフトウェア 
dCS はソフトウェアを広範囲に使用,変更できる FPGA, DSP チップを各製品に搭載しています。そのために、ア

ップデートが将来必要なときにデジタルインターフェイスやパフォーマンスを改善できるのです。場合によって

は、電子機器の「容量」を増やしたり、コネクタやフロントパネルのコントロールを追加したりするために、ハー

ドウェアのアップグレードが必要になる場合があります。 

全てのソフトウェアアップデートでオーディオの改善がみられるわけではありませんが、ソフトウェアを最新の

状態に保つことをおすすめいたします。最新のソフトウエアアップデートのニュースにつきましては、dCS や弊

社のウェブサイトを時折ご確認くださいませ。 

本マニュアルのソフトウェアバージョンは 1.1xです。 

Issue 1.00 
フロントパネル v1.00、インターフェイスボード v1.00、ネットワークファームウェア v350の最初の

ソフトウェア 

Issue 1.10 
MQAサポートの追加 ネットワークファームウェア v368 アプリ v1.4.8 

設定メモリのバグ修正 さまざまなマイナー修正 

Issue 1.10 
ネットワークファームウェア v501 と dCS Mosaic Control v1.0.x を含むコントロールボード

v1.10 

 

ソフトウェアアップデート 
ヴィヴァルディ ONEは dCS Mosaic Control アプリを使用して、インターネットからネットワーク経由でアップデー

トが可能となります。 SETTING > SUPPORT > Version > Check for Updates とタップします。アップデートが用

意できていればプロンプトにしたがって進み、プロセスが完了するまで待ちます。  
 

 

アップデートには約 45 分かかります。Please switch off (スイッチを切って下さい)とディスプレイに表示 

されるまで本機の電源をオフにしないでください。 
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without a special driver) or Class 2 (up to 192kS/s, no driver is required for OSX 10.6.3 
onwards, the dCS USB Class 2 driver is required for Windows). 

The USB2 interface (W) on an ‘A’ type connector can stream PCM music files in most popular formats 
at up to 24 bits / 192kS/s from a USB Flash Drive. The interface will also accept DSD data packaged 
in DoP format streamed from a Flash Drive and pass it through on the Dual AES interface. With a 
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to be played. After closing the browser, the name of the file is displayed, with a Play or Pause icon, the 
elapsed playing time and the track name. 



Vivaldi One APEX Manual v1_1x                             太陽インターナショナル 50 

 

問い合わせ先 

 
株式会社太陽インターナショナル 

〒103-0027 

東京都中央区日本橋2-12-9 日本橋グレイス 1F 

TEL : 03-6225-2777（代表） 

 03-6225-2779（サービス課） 

FAX :  03-6225-2778 

ホームページ： http://www.taiyoinc.jp 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                          


